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第 55回全日本歯科学生総合体育大会夏期部門（以下デンタル）が、2023年７月 31日（月）～
８月 13日（日）の日程で、４年ぶりに全国各地で開催された（総合主管校：昭和大学歯学部）。本
学からは、冬期部門とあわせて 18部門に参加し、見事「総合第３位」の成績をおさめた。
９月７日（木）には、歯学体評議委員の石坂大昂さん（第４学年・硬式庭球部）と澤部圭佑さん

（第３学年・バドミントン部）が、一戸達也学長に大会が無事に終了したこと、ならびに成績の報
告を行った。
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̐Ґ 日本歯科大学生命歯学部 88.57

̑Ґ 愛知学院大学歯学部 85.00

ॱ   Ґ ෦   ໳

༏�উ スキー部門

४༏উ 硬式庭球部門・剣道部門・水泳部門

ୈ�Ґ サッカー部門・硬式野球部門
卓球部門

ୈ�Ґ バドミントン部門

ୈ�Ґ バレーボール部門・陸上競技部門
軟式庭球部門・ボウリング部門

ୈ̒Ґ ゴルフ部門

ୈ̔Ґ バスケットボール部門
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▲ୈ��ճσϯλϧͷϙελʔ

▲உஂࢠମɾঁஂࢠମɾ૯߹ஂମͰ૯߹༏উͨ͠εΩʔ෦

【εΩー෦】スキー部史上初の３冠を勝ち取ることができました！来年は北
海道で開催です。トロフィーを獲得できるように頑張ります！

（尾髙寛樹・第3学年）
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参加֤ͨ͠෦ओকʹฉ͖·ͨ͠ʂ

σϯλϧʹࢀՃͯ͠

ʲࣜߗఉٿ෦ ɹr試合で同じ部員に加えて、OBの方々や先
生方、同期が応援してくれたのがめちゃくちゃ嬉しかったで
すし、力になりました！� （村頭 浄・第４学年）

ʲαοΧー෦ ɹr初めてのデンタルすごく楽しかったです！ご
指導・応援してくださったすべての方に感謝いたします。来
年は優勝します‼� （紋谷真輝・第４学年）

４年ぶりに開催されたデンタル。多くの選手が「初出場」となった本大会での好成績は、各
部員たちの “がんばり”はもとより、「全国の開催地に出向いてくださった多くのOB・OG
や、日々サポートしてくださった教員、職員の大声援に支えられた」と多くの選手たちが感想
を寄せています。ここでは、各部の主将から寄せられた “印象に残った思い出”をご紹介いた
します。�

૯߹
Ґ̎

૯߹
Ґ̏

ʲ݋ಓ෦ ɹr久しぶりのデンタルを優勝という最高に良い結
果で終えることができました！優勝杯でコーラ飲むのが楽し
みです！� （木住野剛月・第４学年）

૯߹
Ґ̎

ʲਫӭ෦ ɹrOB・OGへの連絡なども含め、楽しかったの
一言です！部員が部員を応援している姿に涙しました。デン
タル最高！� （山村 鴻・第４学年）

૯߹
Ґ̎
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ʲόυϛϯτϯ෦ ɹr窓を締め切ってコツコツと練習する種目
ですが、酷暑のなか皆で耐え、よい結果を得ることができ
ました！お疲れ様でした！� （多田 心・第４学年）

૯߹
Ґ̐

ʲ୎ٿ෦ ɹr他大学の情報が圧倒的に不足してるなかで目標
を持って練習に取り組むことが難しかったですが、今は充
足感に包まれています！� （柿原真優菜・第４学年）

૯߹
Ґ̏

ʲ཮্ٕڝ෦ ɹr無事に大会を終えれたことにホッとしてい
ます。OB・OGの先生方が応援に来てくださったことに心
から感謝申し上げます。� （吉田颯樹・第４学年）

૯߹
Ґ̑

ʲόレーϘーϧ෦ ɹr引退前に経験でき嬉しかったです。主
将として時に厳しい言葉で雰囲気を締めるところが大変で
した。� （男子バレーボール部：小野 快・第４学年）
歯学体経験者がいない中でのスタートで不安でしたが、今
までの練習が報われてとても嬉しい気持ちになりました。�
� （女子バレーボール部：友田菜々香・第４学年）

૯߹
Ґ̑

ʲࣜߗ໺ٿ෦ ɹrチーム一丸となって目標に向かい、全力で
取り組むというすばらしい経験ができました！各大学と交流
ができたことも楽しかったです！� （原田優佑・第４学年）

૯߹
Ґ̏

ʲೈࣜఉٿ෦ ɹr初めての経験の連続でしたが、全員で楽し
く終えられたことが１番の思い出です。来年は全員で結果
を残せたらうれしいです。� （新谷皐人・第２学年）

૯߹
Ґ̑
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ʲΰϧϑ෦ ɹr優勝こそ逃しましたが、初めてのデンタルは
一生の記憶に残る良いものでした。ぜひ後輩には優勝を目
指して欲しいです。� （橋爪 楓・第４学年）

૯߹
Ґ̒

ʲϘ΢リϯά෦ ɹr他大学との初めての交流はとてもよい経
験となりました。来年こそは必ず優勝します！

（井上宙翔・第２学年）

૯߹
Ґ̑

ʲॊಓ෦ ɹr練習してきた仲間と互いの試合を応援したり、
他大学の学生と「学業も柔道も頑張ろう」と語り合えたこ
とはいい経験でした！� （髙橋鵬成・第 4学年）

ʲٷಓ෦ ɹr全員が初めての遠征・大会で慣れない部分も
多かったですが、応援の矢声がどの大学よりも大きく、
チーム一丸となって戦えました！� （室町理紗・第４学年）

ʲϑοταϧ෦ ɹr初めてのデンタルにも関わらず主管とな
り、準備が大変でしたが、楽しかったです！

（方 孝仁・第３学年）

ʲόεέοτϘーϧ෦ ɹrコロナ明けの初のデンタル、喜び
あり、涙あり、熱い夏のイベントでした！
� （男子バスケットボール部：鈴木智顕・第４学年）
チームスポーツの良さを改めて実感しました！他校とも今
後につながる関係ができてとても嬉しく思いました。
� （女子バスケットボール部：大山璃子・第４学年）

૯߹
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Պେֶ໾һվਖ਼ࣃژ๏ਓ౦ߍֶ

学ߍ๏人東京ࣃ科大学は、202� 年̑月 �1 日（ਫ）を

もって๏人໾һ（دෟ行ҝ第８৚第１߲にنఆするཧࣄをআ

く）が೚期ຬྃをܴ͑るに͋たり、̑月29日（月）։࠵の

第261回ධٞһձおΑび̒月１日（໦）։࠵のدෟ行ҝ第８

৚第３߲にنఆするཧࣄબ೚にؔするձ合において、新ཧࣄ

がબ೚され、新ཧࣄにΑるޓબにΑり、Ҫग़٢৴ཧࣄ௕の࠶

೚がܾまった。また、同日։࠵の第747回ཧࣄձにおいてৗ

຿ཧࣄおΑびࣄ؂がબ೚された。

ʮཧࣄ௕の৬຿の代ཧٴび代行ʯには、Ҫग़ཧࣄ௕Αり

一ށୡ໵ৗ຿ཧࣄがࢦ名された。

Պେֶ໾һબ೚ࣃژ๏ਓ౦ߍֶ

Ҫग़٢৴ཧࣄ௕の࠶೚͕ܾఆ

Ҫग़ɹ٢৴ ཧࣄ௕ ૯ׅ

Ұށɹୡ໵ ৗ຿ཧࣄ ֶ຿ɾਓࣄʢਫಓڮɾઍ༿ʣ

ย૔ɹ࿕ ৗ຿ཧࣄ ॸ຿ɾපӃʢࣃՊʣ

੢ాɹ࣍࿠ ৗ຿ཧࣄ පӃʢҩՊʣ

Ճ౻ɹ༃໌ ৗ຿ཧࣄ ઃݐ຿ɾࡒ

ᖂ୩ɹᅳஉ�˞� ৗ຿ཧࣄ ༑ߍ

দҪɹ३Ұ ৗ຿ཧࣄ ਓࣄʢࢢ઒ʣ

ۚ৿ɹӽ࠸�˞� ཧࣄ

ੴҪɹ୓உ ৗࣄ؂ۈ

ຊɹਖ਼࣍ڮ ৗࣄ؂ۈ

ɹҰ෉ݪࡗ ࣄ؂

໦ాɹලޒ ๏཯ސ໰

ย૔ɹ࿕ ๏ਓओࣄ

˞֎෦ཧࣄ

˝ ����೥݄̒̍೔͔Βͷ๏ਓ໾һ৽ମ੍
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ୀ೚ɾୀ৬ͷ͝ѫࡰ

ୀ೚・ୀ৬ͷ͝ѫࡰ

໊༪ڭत

ຊ�ਖ਼࣍ڮ

2022年̒月１日෇で๏人ओࣄをഈ໋し、202�年̑月�1

日෇でୀ೚するとともに、同日学ߍ๏人東京ࣃ科大学をୀ৬

いたしました。

されてい࠻तがओڭいฦͤば、1977年10月にླ໦和உࢥ

た๏ࣃ学講座に෭手として入局、ཌ年４月からॿ手、1982

年４月Αり講1992、ࢣ年にはڭཆܥ人ྨ学݉೚講200、ࢣ�

年４月にڭཆܥ๏人ྨ学ࣨڀݚॿڭत、2005年11月同ڭ

त、2014年４月からは๏ࣃ学講座ڭत（๏人ྨ学݉ࣨڀݚ

೚）、そして同年̒月から๏ࣃ学・๏人ྨ学講座ڭतとな

り、この間、๏ࣃ学や๏人ྨ学のओཁな活動෼໺における国

内外の༷々な݅ࣄや֐ࡂ、ނࣄの٘ਜ਼ऀのࣃ科తূڌにΑる

਎元֬ೝや、ࠎやإ๴の๏人ྨ学తなؑఆを行ってきまし

た。そして、このΑ͏な活動を௨して、日本શ国の࡯ܯや๏

૤ؔऀ܎、外຿ল、ް生࿑ಇলなどとのྗڠ体੍ができ、๏

学のॏཁੑをࣾձにೝࣝしていたͩけるΑ͏になったことࣃ

は、今後の๏ࣃ学のൃలにݙߩできたものとࢥっています。

2016年̒月から2022年̑月まで෭学௕をഈ໋、ओとして

ݧҭや生活໘の手当てはもͪΖん、डڭ学を୲当し、学生ڭ

生の֬อやదਖ਼なબൈ試ݧの実ࢪ、そして卒業൑ఆや国家試

い合֨཰のҡ࣋などにਚྗしました。こߴҭとڭのऀݧडݧ

のॏ੹を大աなく終͑ることができたのは、講座һやڭ৬һ

શһの͝ࢧԉ、͝ྗڠのおӄで͋ると、৺Αり深くँײਃし

上͛る࣍第です。

そして、その後は๏人ओࣄとい͏、それまでに͋まり経ݧ

してこなかった学ߍ๏人のࣄ຿શൠをみるとい͏໾ׂをいた

ͩきました。Ҫग़٢৴ཧࣄ௕はじめੴҪ୓உ前๏人ओࣄから

の͝ࢦಋ、そして๏人ࣄ຿局のօ༷の͝ྗڠでԿとか業຿内

༰をཧղするなかで、私ཱ学ߍ๏の大෯な改ਖ਼が国ձを௨ա

し、これからが大変とい͏時期にୀ೚することはਃし༁ない

気࣋ͪでいっͺいです。たͩ、202�年̒月１日からは、学

として、この৬をશ͏できるࣄ؂ۈ科大学のৗࣃ๏人東京ߍ

Α͏に౒ྗしてまいります。

いͣれにしましても、東京ࣃ科大学に45年̒か月の௕き

にわたりおੈ࿩になりました。そして、この間、ແࣄに໾ׂ

を終͑ることができましたことは、その時々の大学ڭһなら

びに৬һօ༷の͝ࢧԉ、͝ྗڠのおか͛で͋り、ॏͶて৺Α

り深くँײするとともに、今後ともԿ卒ΑΖしくおئいਃし

͋͛ます。
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͝ѫࡰ

ࡰतब೚ͷ͝ѫڭ

Պ؟઒૯߹පӃࢢ

࢙߶�ޱࢁ

この度、202�年̑月１日෇けにてڭतをഈ໋いたしまし

た。օ༷ํに本ࢽ໘をおआりして、深ँਃし上͛ます。఻౷

͋る東京ࣃ科大学において、このΑ͏なॏ৬を୲当さͤてい

たͩき、大変光ӫにଘじますとともに、その੹೚のॏさに਎

のҾきకまるࢥいです。

私は2002年にܚጯ義क़大学医学部を卒業し、ܚጯ義क़大

学؟科学ࣨڭに入局いたしました。その後、ಹਢ੺ेࣈ病院

や国ཱ病院ߏػբケӜ医ྍセンターにग़ுし஍Ҭ医ྍを経ݧ

し、2009年から東京ࣃ科大学ࢢ઒૯合病院؟科にෝ೚、

2011年から201�年までϋーバード大学ෟଐϚサνϡーセッ

πࣖ؟ඓ科病院΁の留学を経て、東京ࣃ科大学ࢢ઒૯合病院

ڀݚ༰の׮と໔Ӹ֐では、ਆ経োڀݚ。科に帰ࣨしました؟

や、೒࠼Ҥॖに൐͏病తな前๪ڥ؀が֯ບ移২の௕期予後に

༩͑るӨ響をڀݚし、ʮ前๪ؔ࿈֯ບ内ൽ঱ʯの࣬֓ױ೦を

ཱ֬しました。またʮ֯ບࠞ୙؟ʯの光学ղੳアルΰリζム

のج൫をྟচԠ用し、ओཁな֯ບࣦ明࣬ױについてӳจ࿦จ

化し、ʮ؟光学のࣦ明࣬ױ΁のԠ用ʯを実現しました。ྟচ

では、ౡ㟒 ५ڭतの͝ࢦಋのもと、༷々な೉࣏ੑ֯ບ࣬ױ

の࣏ྍや手ज़を手ֻけશ国からऀױを͝঺հいたͩいていま

す。

これまでデスメບ֯ບ内ൽ移২などの新しい֯ບ࣏ྍの国

内ಋ入にݙߩし、ΑりΑい֯ບ移২がશ国にීٴするΑ͏౒

めてまいりました。今後は、஍Ҭの؟科医ྍにݙߩしなが

ら、࣍ੈ代の֯ບ医ྍを୲͏後ਐをҭ成し、日本の֯ບ医

ྍ・アイバンクのൃలにਫ਼ਐしたいと͑ߟております。今後

とも͝ࢦಋ͝ฬᎪをࣀりますΑ͏、ΑΖしくおئいਃし上͛

ます。

઒૯߹පӃༀ෺ྍ๏Պࢢ

࿨ా�ಙত

この度、202�年̒月１日෇けでࢢ઒૯合病院ༀ෺ྍ๏科

、௕ࣄतをഈ໋いたしました。ब೚に͋たり、Ҫग़٢৴ཧڭ

一ށୡ໵学௕、দҪ३一෭学௕をはじめ͝ਪન、͝બߟいた

ͩきましたॾઌ生ํに深ँਃし上͛ます。

私は1990年新ׁ大学医学部を卒業し、ܚጯ義क़大学病

院、ؔ࿈病院でݚमし、199�年ܚጯ義क़大学医学部外科に

帰ࣨ、一ൠফ化ث外科でೕથ外科医としての活動を։始しま

した。1996年଍ར੺ेࣈ病院にෝ೚しೕがん਍ྍのݚᮎを

ੵみ、2002年国ཱがんセンター東病院ೕથ科にۈ຿しまし

た。同病院ではΤϏデンスにͮجいたがん਍ྍの実ફ、਍

ҭを行ってまいりました。2015年当院にෝ೚ڭ・ڀݚ・ྍ

し、外科学講座の।ڭतとしてೕがん਍ྍを行ってきました

が、同時に外དྷༀ෺ྍ๏ࣨ௕として、レδメンͩけでなく当

院のがんༀ෺ྍ๏にؔする؅ཧを行ってきました。஍Ҭがん

਍ྍڌ఺病院として、૿Ճするがんऀױ、ෳࡶ化するがんༀ

෺ྍ๏にしっかりରԠして行くඞཁੑから、202�年̑月に

ༀ෺ྍ๏科が新ઃされ、部௕にब೚しました。現ࡏ外科と݉

೚しております。

ༀ෺ྍ๏科は病院શ体としてがん࣏ྍを成ޭさͤるため

に、҆શかつ֬実ながんༀ෺࣏ྍの実ફを୲͏中৺となりま

す。ྍ࣋ࢧ๏の一؀としてࣃ科と࿈ܞした口腔Ӵ生؅ཧを実

し、਍ྍ科・৬छԣஅతながん医ྍを౷ׅしてまいりまࢪ

す。がん࣏ྍにおいて、当院ͩけでなく஍Ҭ医ྍのൃలにߩ

ಋ͝ฬࢦておりますので、今後とも͑͝ߟして行きたいとݙ

Ꭺの΄どΑΖしくおئいいたします。
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ֶ಺χϡʔε

202�年̑月20日（౔）ޕ後３時Αり、ਫಓࣷߍڮ本館 

12̖講義ࣨにおいて、202�年度東京ࣃ科大学ެ։講座・千

代田۠ຽެ։講座が։࠵された。ࡢ年と同༷に、東京ࣃ科大

学ന٠ձの૯ձとの同日։࠵となり、ײછରࡦに留ҙした上

で、ന٠ձձһのํ々と一ൠの千代田۠ຽのօさんの、ଟ਺

のࢀՃをいたͩいた。

तにΑりڭ઒૯合病院෭病院௕、ྟচༀ学科の໳田Ղ子ࢢ

行われたʮༀの࢛ํࢁ（Αもやま）࿩ʯと୊した講ԋは、ઐ

໳తな内༰にもؔわらͣ、ࢀՃऀからʮ大変わかりやすかっ

たʯ、ʮ大変ษ強になったʯなど、਎ۙな໰୊としてଟくの

੠をいたͩいた。

本ެ։講座はʮ千代田۠内大学と千代田۠の࿈ྗڠܞにؔ

するج本ڠఆʯ（ྩ和̑年１月20日෇けでక結）にͮجき

千代田۠ຽެ։講座として։࠵されており、当日は千代田۠

のඉ口۠ݦߴ௕がདྷ場され、講ԋձの๯಄に͝ѫࡰをいたͩ

いた。

2023年度東京歯科大学ެ開࠲ߨɺઍ୅ా۠ຽެ開࠲ߨ開催

▲ԋ者ͷ໳ా教授 ▲講ԋձ৔ͷ༷ࢠ

⾣ѫࡰするඉ۠ޱ௕

202�年̑月22日（月）ޕ後5時�0෼Αり、Φンラインに

て、第206回ࣃ科医学ڭҭセϛナーが։࠵された。今回は

ʮ第116回ࣃ科医ࢣ国家試ݧ結Ռの෼ੳʯと୊し、一ށୡ໵

学௕にΑり、今回の試ݧからの変ߋ内༰や֤試ݧ෼໺のಘ఺

෼෍、શ国と本学ਖ਼౴཰のൺֱなどにؔする内༰のઆ明が行

われた。

ଟくのࢀՃऀがूまり、試ݧ結Ռの෼ੳを行͏ことで、今

後の学生ڭҭ΁とつながる大変༗ҙ義なセϛナーとなった。

第20�回歯科ҩ学ڭҭηϛφー開催
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202�年̑月2�日（Ր）ޕ後̒時Αり、Φンラインにて、

202�年度第２回ਫಓڮ病院ڭ৬һݚमձが։࠵された。今

回は、はじめにʮ์ࣹઢ਍ྍにؔするݚमɿద੾なը૾ݕ

ࠪ、ը૾਍அを行͏ためにʯと୊して、์ࣹઢ科のԻ成実Ղ

医局௕にΑり、予໿ํ๏やΦーμーํ๏、撮Ө時の஫ҙ఺な

どについてઆ明が͋り、続いてࠪݕのґཔํ๏や஫ҙ఺につ

いてઆ明が͋った。また、ࠪݕ໨తやコメントཝについてৄ

。のઆ明がなされたࢫに入ྗして΄しいࡉ

࣍にʮ࣍ѥԘૉࢎナトリウム༹ӷのऔりѻいについてʯと

୊して、ࣃ内ྍ๏学講座のݹࠤ ྄講ࢣにΑり、࣍ѥԘૉࢎ

ナトリウムについてઆ明が͋り、ࠜ؅ચড়シリンδのऔりѻ

い、ラバーμム๷࣪ができない時とできる時の࿙Ӯରࡦ、ラ

202�年̒月３日（౔）ޕ前９時Αり、ਫಓࣷߍڮ新館に

おいて、第�15回東京ࣃ科大学学ձ・ྫձが։࠵された。

前は口ԋ̓୊が第１おΑび第２講義ࣨにて、ࣔઆ21୊ޕ

が第３実習講義ࣨをձ場として֤々ൃදされた。ޕ後は第２

講義ࣨにおいて、Ӵ生学講座のࠤ౻ྋ一講ࢣと口腔病ଶ外科

バーμム๷࣪Լでの࿙Ӯに気෇かなかった一ྫを͋͛てઆ明

が͋った。また、࿙Ӯしてしまった時のରࡦをઆ明され、਍

ྍ中はऀױの༷子に஫ҙしていたͩくΑ͏におئいし、講ԋ

を終͑られた。

ಋҕһࢦ後にʮิ௲਍அྉについてʯと୊して、਍ྍ࿥࠷

ձҕһの࢛π୩ ޢ講ࢣにΑり、ิ௲਍ྍの流れ、ブリッ

δ、༗চ義ࣃについてઆ明がなされ、カルテ΁のཁ఺のࡌه

ํ๏をઆ明が͋った。

今回のݚमձでは、์ࣹઢの҆શར用、医ྍثػ、҆શ؅

ཧにؔすることについて、ڭ৬һがਖ਼֬にೝࣝすることで、

院内業຿のԁ׈化につながる大変༗ҙ義なݚमձとなった。

学講座の੕໺রलॿڭにΑる学௕঑ྭڀݚ৆ड৆講ԋが行わ

れ、Ҿき続き同ձ場において４ڭतにΑるಛผ講ԋ（Լғみ

ՃにΑる঎඼లࣔが第ࢀর）が行われた。また、９঎ࣾのࢀ

２講義ࣨ前ラウンδで行われた。

ྫձは４年Ϳりのର໘։࠵となり、盛ձの͏ͪに終ྃした。

2023年度第２回ਫಓڮපӃڭ৬һݚम会開催

第3��回東京歯科大学学会・ྫ会開催

▲ಛ別講ԋԋ者ͷᖂ઒教授▲ಛ別講ԋͷԋ୊ͱԋ者

̍ɽ஍Ҭҩྍʹ͓͚Δ৺不全਍ྍɹ
大木貴博教授（市川総合病院循環器内科）

̎ɽපӃༀࢣࡎの໾ׂのਂԽ
門田佳子教授（市川総合病院臨床薬学科）

̏ɽ͢べͯ͸͜ども͕ͯ͑͘ڭΕΔɹ
ʙখࣇ਍ྍʹ͓͚Δๅ୳͠ʙ

福島裕之教授（市川総合病院小児科）

̐ɽ֮ײ৘ใʵ૊৫ܗ੒機能࿈ؔʹ͓͚Δ৅Ἕժࡉ๔機能
のղ໌ɹɹܥޚ੍

澁川義幸教授（生理学講座）
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202�年̒月̓日（ਫ）ޕ後̑時�0෼Αり、ਫಓࣷߍڮ本

館第一講義ࣨにおいて、4%セϛナーが։࠵された。今回は

末ੴྙ大หޢ士を講ࢣにおܴ͑し、ʮ医ྍؔػにおけるݸ人

৘ใのऔりѻいについてʯと୊した͝講ԋをいたͩいた。

ݸ๏が成ཱしてから20年が経աし、国ຽのޢ人৘ใอݸ

人৘ใにରするҙࣝもఆணしている中、医ྍؔػでは௨ৗΑ

りも഑ྀのඞཁੑのߴい医ྍ৘ใとい͏ݸ人৘ใをऔりѻっ

202� 年̒月 16 日（金）ޕ前 11 時 �0 ෼Αり、ਫಓࣷߍڮ

新館݂࿬ه೦ホールにおいて、202� 年度実ݧ動෺供ཆࡇが

ࣥり行われた。

供ཆࡇは、一ށୡ໵学௕、大学װ部、大学ؔऀ܎おΑびࣃ

学部第３学年学生がྻࢀし、真च院͝ॅ৬のಡ経に始まり、

ている。本セϛナーでは、ް生࿑ಇলおΑびݸ人৘ใอޢҕ

һձのΨイμンスにしたがって、ૅجతな߲ࣄから、日ৗ業

຿のなかで໰୊となり͏る߲ࣄについて۩体తなྫを͋͛な

がら、大変わかりやすくղઆいたͩいた。

講ԋ終ྃ後の࣭ٙԠ౴も活ൃに行われ、ࢀՃしたڭ৬һは

本త஌ࣝをཧղج、人৘ใのద੾なऔりѻいについて学びݸ

することができた༗ҙ義なセϛナーで͋った。

一ށ学௕がࡇจをไಡされた。その後、ࣃ科医学ڭҭやڀݚ

にその生໋を๋͛た動෺ॾྶにରし深くѩౣとँײのҙをࠐ

め、ڭ৬һ、ࣃ学部第３学年学生代දがॱ࣍ݙՖを行い、଺

りなく終ྃした。

4%ʢスλοϑ・σΟϕϩοプϝンτʣηϛφー開催

2023年度࣮ݧಈ෺ڙཆࢪ࣮ࡇ

▲講ԋ͞Εる຤ੴห࢜ޢ

学௕ށจをไಡするҰࡇ▲

▲講ԋͷ༷ࢠ

ܠձ৔෩ࡇཆڙಈ෺ݧ࣮▲
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202�年̒月27日（Ր）ޕ後̑時�0෼Αり、Φンラインに

て、第207回ࣃ科医学ڭҭセϛナーが։࠵された。今回は

ʮ東京ࣃ科大学の新たなڀݚϓϩδΣクトの঺հʯと୊し、

দݡࡔ一ڭतの࢘ձਐ行で行われた。

はじめに、ߔ口རӳڭतΑりڀݚϓϩδΣクトの֓ཁઆ明

が͋った。続いて、大໺ݐभ講ࢣΑりʮ生体๷ޚラϘのڀݚ

ڀݚೳղੳラϘのػतΑりʮৗଶ―病ଶڭ޾ըʯ、ᖂ઒義ܭ

ܭڀݚ学ラϘの޻तΑりʮ生体医ڭ।྄ܓݪੁ、ըʯܭ

ըʯ、ߔ口ڭतΑりʮ૊৫࠶生ラϘのܭڀݚըʯのॱでڀݚ

。ըの঺հが行われたܭ

ウΣルϏーイングϓϩδΣクトとして新たなڀݚが行われ

るとして、大੎のࢀՃऀがूまり、大変༗ҙ義なセϛナーと

なった。

第20�回歯科ҩ学ڭҭηϛφー開催

202�年̓月̓日（金）ޕ後２時�0෼Αり、Φンラインに

て、ྩ和̑年度ࣃ科大学学௕・ࣃ学部௕ձٞが本学をओߍ؅

として։࠵された。当日は、国ެ私ཱ29大学のࣃ科大学学

௕・ࣃ学部௕Ҏ外にも、จ部科学লߴ౳ڭҭ局医学ڭҭ՝お

Αびް生࿑ಇল医੓局ࣃ科อ݈՝、日本私ཱࣃ科大学ڠձか

らのग़੮もいたͩいた。

ओ؅大学ѫࡰとして、一ށୡ໵学௕の։ձのࣙに始まり、

จ部科学লߴ౳ڭҭ局医学ڭҭ՝のඨ ࢚޾՝௕からʮࣃ学ڭ

ҭの現ঢ়と՝୊ʯ、ް生࿑ಇল医੓局ࣃ科อ݈՝のখໆਖ਼೭

՝௕からʮࣃ科อ݈医ྍの動޲についてʯと୊して͝講ԋい

たͩいた後、Ҿき続き、ใ߲ࣄࠂおΑび৹߲ٞࣄが行われ、

଺りなくձٞは終ྃした。

また、同日ޕ後１時Αり、Φンラインにて、ྩ和̑年度શ

国ࣃ科大学・ࣃ学部෇ଐ病院௕ձٞが本学をओߍ؅として։

ਐ行のもと、଺ࣄ病院病院௕のٞڮԼल一࿠ਫಓࢁ、され࠵

りなくձٞは終ྃした。

ྩ࿨̑年度歯科大学学௕・歯学෦௕会ٞ
およびྩ࿨̒年度શࠃ歯科大学・歯学෦෇ଐපӃ௕会ٞ開催

2023年度ྺ୅学௕・໾৬ऀͷุࢀ
ྫ年行われているྺ代学௕・໾৬ऀのุࢀは、ҎԼの日程

でࣥり行われた。

ʲ̓月27日（໦）ʳ

・Ԟଜ௽٢ઌ生ɹ東京都東ଜࢢࢁʮখ平ྶԂʯ

ɹ（ऀྻࢀɿ一ށ学௕、大学ॸ຿՝ॸ຿܎）

・ਿࢁ不ೋઌ生ɹ東京都෎中ࢢʮଟຏྶԂʯ

ɹ（ऀྻࢀɿ一ށ学௕、大学ॸ຿՝ॸ຿܎）

・দٶ੣一ઌ生ɹ東京都෎中ࢢʮଟຏྶԂʯ

ɹ（ऀྻࢀɿ一ށ学௕、大学ॸ຿՝ॸ຿܎）

・ؔࠜɹ߂ઌ生ɹਆಸ઒ݝԣ඿ࢢʮ東ށ௩ྶԂʯ

ɹ（ऀྻࢀɿ一ށ学௕、大学ॸ຿՝ॸ຿܎）

▲ؔࠜઌੜͷุ参を行うҰށ学௕
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ɹおຍの入りの前日となる 2021年̓月12日（ਫ）ޕ前 11

時、Ҫग़٢৴ཧࣄ௕おΑび一ށୡ໵学௕が真च院（東京都จ

京۠）を訪れ、おຍࢀりを行った。

ɹ真च院は本学のղ๤ॾྶҐ๏ཁձならびに実ݧ動෺供ཆࡇ

において、ޚಋ༷ࢣにおӽしいたͩき、๏ཁをࣥり行ってい

たͩいている฾ఏࣉで͋る。当日はղ๤学講座のٶ本ґར大

学院生と平ᖒീॏิڀݚॿһも同行し、おุのਗ਼૟をした

後、おՖを供͑、おઢ߳を手޲けておࢀりした。

ਅचӃ΁ͷおຍࢀΓͷ࣮ࢪ

▲Ұށ学௕ʹΑる͓ຍ参Γ▲Ҫग़ཧࣄ௕ʹΑる͓ຍ参Γ

▲学ੜʹΑる&MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBNͷใࠂͷ༷ࢠ

202�年̓月15日（౔）ޕ後２時Αり、ਫಓࣷߍڮ新館に

おいて、東京ࣃ科大学΁の入学をر๬するडݧ生をର৅とし

た入試Ψイμンス・Φーϓンキャンύスが։࠵された。

डݧ生やอऀޢのํ々にରし、本学のڭҭཧ೦やカリキϡ

ラム、国家試ݧ合֨ঢ়گ、学生生活、卒後ਐ࿏ঢ়2024、گ

年度入学試ݧの֓ཁなどについてઆ明を行い、֤入試科໨の

一ൠ入学બߟでग़୊される同౳レϕルのྫ୊をఏࣔした͏͑

で໰୊のղઆを行った。

また、口腔݈康科学講座の大ٱอ真ҥ।ڭतにΑる『ʮ৯

΂るʯはど͏ҭつのʁʙ৯ܗଶと口腔ػೳのൃୡʙ』と୊し

た໛ٖत業が行われた。さらに、今年度ΑりEleDtiWe 4tVdZ 

1rograNにࢀՃした学生からのใࠂが行われ、ॆ実した海外

。Ճऀに఻͑たࢀをݧॏな体وमでのݚ

その後、ر๬ऀをର৅としてਫಓڮ病院、さいかͪߍࡔ

ࣷ、ਫಓࣷߍڮ新館のݟ学や、ڭ຿部・学生部のڭ৬һとの

。となった࠵ผਐ学૬ஊを行い、ॆ実した第１回։ݸ

第１回入試ΨΠμンス・オープンキャンパス開催
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202�年̓月25日（Ր）ޕ後̒時Αり、ਫಓࣷߍڮ本館第

１講義ࣨにおいて、202�年度第３回ਫಓڮ病院ڭ৬һݚम

ձが։࠵された。今回は、ʮインフΥームドコンセントをऔ

るࡍのスムーζなऀױとの઀しํʵऀױとの৴པؔ࡞܎りと

医ྍ҆શのためにʵʯと୊して、ג式ձࣾ国ࡍύフΥーϚン

スڀݚ所代දऔక໾ࣾ௕で、ࣾஂ๏人ύフΥーϚンスڭҭڠ

ձཧࣄ௕おΑびࠤ౻ҁ子のύフΥーϚンス学講座ओ࠻、ത士

（ύフΥーϚンス৺ཧ学）、ϋリウッド大学院大学ڭतで

͋るࠤ౻ҁ子ઌ生にΑる講ԋが行われた。

202�年̓月26日（ਫ）ޕ後̒時Αり、千葉ࣃ科医ྍセン

ター講義ࣨにおいて、千葉ࣃ科医ྍセンターのݚमࣃ科医、

され࠵ҭセϛナーが։ڭ科医ࣃमݚ科医をର৅としたࣃಋࢦ

た。第１回໨の今回は、日本大学ࣃ学部อଘम෮学講座ڭत

の࡚ٶ真至ઌ生を講ࢣにおটきし、ʮコンϙδットレδンを

用いた৹ඒతम෮ॲஔの4DienDe & 5eDhniRVeʯと୊した講

ԋと実ٕࢦಋを行っていたͩいた。

講ԋでは、ʮอଘम෮のݪଇは、ܗଶの回෮時にཧ૝తな

を෇༩することで͋る。その上でレδンॆరのϙイントܗ

は、１）࢒ଘ࣭ࣃと৭ௐを同じにすること、２）Τナメル࣭

༷の光୔ײを෇༩することで͋り、前ࣃのレδンॆరでは、

講ԋは、はじめにメディカルύフΥーϚンスの８つのޮՌ

のઆ明がされ、͝自਎の体ݧஊをަ͑てインフΥームドコン

セント成ޭのための３ϐリΦド߲̓໨のύフΥーϚンスス

テッϓについてઆ明された。その中でもʮνΣックバックの

大੾さʯを実ࡍに行い、医ྍ҆શのためにऀױとのνΣック

バックがいかに大੾で͋るかをઆ明された。

今回のݚमձは、ऀױとの઀しํや࿩しํについてଟく学

Ϳことができ、ਫಓڮ病院のす΂てのڭ৬һにとって、大変

༗ҙ義な内༰となった。

１）۱֯とྡ઀໘の࠶現、２）ࠨӈのରশੑの໛฿がϙイン

トで͋ること、そしてӓࣃ部のレδンॆరでは、１）ओߔと

෭ߔを࠶現すること、２）ෳࡶᜰಎにおいてはྡ઀໘を࠷ॳ

にங盛し、୯७ᜰಎにすることがϙイントで͋る。ʯなどの

お࿩をいたͩいた。

講義ࣨでの講ԋ後、場所をνΣアサイドに移し、レδンॆ

రの実ٕをカメラࣨのϞニターにөしながらの૒ํ޲のݚम

मओݚ科医やྟচࣃमݚ式で行っていたͩいた。ूまったܕ

೚ࢦಋऀはڭ࡚ٶतの実ٕにݟ入っていた。࠷後のコーナで

はݚमࣃ科医から活ൃな࣭໰がͤدられ、大変༗ҙ義なセϛ

ナーとなった。

2023年度第̏回ਫಓڮපӃڭ৬һݚम会開催

第１回ݚम歯科ҩڭҭηϛφー開催ɹ

▲講ٛͷ༷ࢠ

▲講ԋ͞Εるࠤ౻ઌੜ

ઌੜ࡚ٶಋを行うࢦٕ࣮▲

▲ձ৔ͷ༷ࢠ
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఺病院ڌܞ઒૯合病院は2008年２月に஍Ҭがん਍ྍ࿈ࢢ

のࢦఆをडけている。஍Ҭがん਍ྍ࿈ڌܞ఺病院には、がん

਍ྍにܞわる医ࢣにରする؇和ケアݚमձを毎年։࠵するこ

とが義຿෇けられている。今年度は、202�年̓月29日

（౔）ޕ前８時45෼Αり、ࢢ઒૯合病院講ಊにおいて։࠵

した。

成ߏमでݚ前のeôlearningड講と１日間のू合ࣄमձはݚ

され、院内から医18ࢣ名、ࣃ科医８ࢣ名、２ࢣޢ؃名の合

Ճऀにରして、̒名のファシリテーターをܴ͑ࢀ28名のܭ

て行われた。ݚमձの内༰は、講義とϩールϓレイ、ϫーク

ショッϓでߏ成されており、グルーϓ౼ٞやϩールϓレイが

೤৺に行われた。

؇和医ྍはऀױやその家଒のつらさにয఺が当てられてい

るが、がん਍ྍを行っている医ྍऀのケアもॏཁなཁૉで͋

る。今回のΑ͏なݚमձは、日ৗのがん਍ྍ、ಛに᙭௧؇和

などでࠔっている医ࢣにରしてはۃめて༗ޮで͋ることか

ら、今後も஍Ҭがん਍ྍ࿈ڌܞ఺病院としての໾ׂを୲って

行きたい。

2023年度؇࿨έΞݚम会開催

▲講ٛͷ༷ࢠ ▲άϧʔϓԋशͷ༷ࢠ

▲模擬授業をする্ా教授

202�年８月̑日（౔）ޕ後２時Αり、ਫಓࣷߍڮ新館に

おいて、東京ࣃ科大学΁の入学をر๬するडݧ生をର৅とし

た入試Ψイμンス・Φーϓンキャンύスが։࠵された。

डݧ生やอऀޢのํ々にରし、本学のڭҭཧ೦やカリキϡ

ラム、国家試ݧ合֨ঢ়گ、学生生活、卒後ਐ࿏ঢ়2024、گ

年度入学試ݧの֓ཁなどについてઆ明を行い、֤入試科໨の

ਪન入学બߟでग़୊される同౳レϕルのྫ୊をఏࣔした͏͑

で໰୊のղઆを行った。

また、࿝年ࣃ科ิ௲学講座の上田و೭ڭतにΑるʮऀྸߴ

のお口のػೳをकるʯと୊した໛ٖत業が行われた。さら

に、EleDtiWe 4tVdZ 1rograNにࢀՃした学生からのใࠂも行

われ、ࢀՃऀは೤৺にฉき入っていた。その後、ر๬ऀをର

৅としてਫಓڮ病院、さいかͪࣷߍࡔ、ਫಓࣷߍڮ新館のݟ

学や、ڭ຿部・学生部のڭ৬һとのݸผਐ学૬ஊを行い、ॆ

実した第２回։࠵となった。

第２回入試ΨΠμンス・オープンキャンパス開催



�� 3��߸ɹ���3೥ �݄ 3�೔ൃߦ

ֶ಺χϡʔε

▲ԋ者͓Αͼԋ୊

202�年̓月29日（౔）ޕ後１時Αり、Φンラインにて、

ATian 3iTing 4tarT 4ZNQoTiVN（A344）202�が։࠵され

た。A344は、アδアॾ国の新ਐ気Ӷのए手ऀڀݚをটᡈ

し、シンϙδウムを։࠵することで、国ࡍతに活༂できるए

手・࣍ੈ代ऀڀݚʗࣃ科医ࢣをҭ成するためのऔり૊みで͋

る。したがって本シンϙδウムでは、ൃදऀͩけではなく座

௕も、おもにए手から中ݎの本学ڭҭ৬һが୲当した。

A344はこれまで、2019年度と2021年度にʮֺױ࣬ࠎϓ

ϩδΣクトʯにΑる࠵ڞで２回։࠵されているが、今回は

202�年度から本学でਪਐしているʮウΣルϏーイングϓϩ

δΣクトʯとの࠵ڞで։࠵された。また、2019年度は海外

からԋऀをটいてର໘ܗ式で։࠵されたが、2021年度Ҏ߱

はC07*%ô19の流行にΑりΦンライン։࠵に移行している。

シンϙδウムの։࠵前には、ൃදऀと座௕にΑる自ݾ঺հ

が和やかなムードで行われた。そして一ށୡ໵学௕にΑる։

ձのࣙの後、ڀݚ成Ռのൃදをしていたͩいた。ൃڀݚදの

内༰はԼғみのとおりで͋る。

またA344では、その෼໺のΤキスύートにΑる,eZnote 

LeDtVreをઃけており、今回は大ࡕ大学大学院ࣃ学ڀݚ科口

腔生ཧ学ڭࣨڭतのՃ౻ོ࢙ઌ生に、睡眠時ブラキシζムの

ൃ生ػংにؔする࠷新の஌ݟについて͝講ԋいたͩいた。

Ҏ上のΑ͏に、ઐ໳ੑのҟなるଟذにわたるൃද内༰で͋

るにもؔわらͣ、す΂てのൃදにおいて活ൃな࣭ٙԠ౴が行

われた。そしてシンϙδウムは、ウΣルϏーイングϓϩδΣ

クトアドバイβーのࢁ口 ࿕٬һڭतにΑるดձのࣙでకめ

くくられた。

現ࡏ、国ڞࡍஶ࿦จの਺が大学のྗڀݚのࢦඪとなってい

るが、本シンϙδウムの։࠵にΑり、࣍ੈ代ऀڀݚの国ࡍ化

がさらにਐみ、国ڞࡍ同ڀݚの活ੑ化にܨがることも期଴で

きる。

΢ΣϧϏーΠンάプϩδΣΫτڞ催
"TJBO�3JTJOH�4UBST�4ZNQPTJVN�2023 ͷ開催ใࠂ

ʲւ֎ԋऀͱൃද಺༰ʳ
・Dr. Sheng-Wei Feng（୆࿷ɿ୆๺ҩ学େ学）ɿࣃ਷ࡉװ๔༝དྷͷΤΫιιーϜͷ૊৫म෮΁ͷԠ༻ʹ͍ͭͯ
・Dr. Ren Xu（தࠃɿფ໳େ学）ɿࠎժࡉ๔͕୲͏ࢷ๱୅ँʹ͍ͭͯ
・Dr. Li Xie（தࠃɿ࢛઒େ学）ɿࣃप૊৫म෮ͷͨΊʹػೳ͢Δੜମࡐྉʹ͍ͭͯ
・Dr. Ki-Woo Kim（ؖࠃɿԆੈେ学ߍ）ɿϛτίϯυϦア༝དྷͷΤωϧΪー୅ँ෼ࢠʹ͍ͭͯ

ʲֶ಺ԋऀͱൃද಺༰ʳ
・今村健太郎先生（ࣃपප学࠲ߨ）ɿλόίԎͷࣃप࣬ױ΁ͷӨڹʹ͍ͭͯ
・佐藤涼一先生（Ӵੜ学࠲ߨ）ɿ଱ޮ্޲ੑࢎՌΛ໨ͨ͠ࢦ新ࣃن໘ృ෍๏ͷ։ൃʹ͍ͭͯ
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第���回大学Ӄηϛφー開催

2023年度大学Ӄ৽入ੜ学֎૯߹ηϛφー開催

202�年̑月８日（月）ޕ後̑時�0෼Αり、Φンラインに

て、第487回大学院セϛナーがʮウΣルϏーイングϓϩδΣ

クトʯと࠵ڞで։࠵された。ԋऀはٱอࣃ科医院（๺海ಓ

ஓ内ࢢ）院௕のٱอ࢛࿠ઌ生で、ʮ։業でもಘられる௕期観

ٱ。ʯと୊し͝講ԋいたͩいた（ݟ新஌）にΑる/EUE4࡯

อઌ生は、1974年に本学を卒業後、東京医科ࣃ科大学、Ϗ

ルπブルグ大学、ࡳຈ医科大学で口腔外科を11年間ઐ߈

し、�5年前にஓ内ࢢで։業された。

今回のセϛナーでは、まͣٱอઌ生が։業してから実ࢪし

たࣃの࠶২やֺؔઅ突起ંࠎम෮の௕期観࡯঱ྫを঺հし、

これらのࢪज़におけるదԠ঱の࡯ߟもड़΂られた。中でもֺ

ؔઅ突起ંࠎの࣏ྍにؔしては、手ज़をしなくてもอଘྍ๏

で࣏༊Մೳな঱ྫが͋ることをࣔした。この఺にؔしては、

手ज़ྍ๏をଟく行っているϚーブルク大学ֺإ໘外科の/e⒎

तとメールでଟくのディスカッションを行った後に、２年ڭ

前に/e⒎ڭतのࣨڀݚにग़޲き、セϛナーを行い、おޓいの

ҙݟをަわして༗ӹなػձをಘたことも࿩された。また、

202�年̒月１日（໦）から３日（౔）の３日間、఼ޚ場

において、202�年度大学（ݝ੩Ԭ）ホテルʮ時の੘ʯݪߴ

院新入生学外૯合セϛナーが行われ、大学院新入生28名と

ᜊ౻ ३大学院ڀݚ科௕、෱田ݠ一大学院学生部௕、ᖂ઒義޾

大学院ڭ຿部௕、口腔科学ڀݚセンターのߔ口རӳڭत、๺

海ಓ医ྍ大学ڭतのর光真ઌ生がࢀՃした。

学部学生΁ࣃอઌ生は本セϛナーの前日にϚーブルク大学ٱ

のग़ு講義Αり帰国されたことから、同大学ࣃ学部における

อઌ生はٱ、໘外科の実習の༷子も঺հされた。さらにإֺ

։業してからドイπʗΦーストリアが実ࢪしたωύールでの

Ϙランティアࣃ科਍ྍに４回ࢀՃされたことから、ωύール

の ࣃ 科 医 ྍ の 実 ৘ も ঺ հ し て く ͩ さ っ た （ ࣃ 科 学 ใ 

114�211ô215,2014にてใࠂ）。

はインターωッݙで։業しているが、จࢢอઌ生はஓ内ٱ

トでࡧݕでき、࿦จをಡんでٙ໰が͋ればஶऀにメールをし

てディスカッションできることから、ʮ自෼でしっかりと௕

期観࡯することにࠔったことはないʯとも࿩されていた。

࢒࿥にه、後にʮ大学院生のօ༷も一ྫ一ྫを大੾して࠷

し、それをूੵして、自෼なりに෼ੳすることがྟচをָし

くします。そのためには不அの౒ྗがඞཁで、օさんも国ࡍ

తに活༂してくͩさいʯとの5aLe hoNe NeTTageが͋った。

ʮリサーνϚインドを࣋ݎするࣃ科医ࢣをҭ成する大学ʯ

で͋る本学大学院生に大きなࢗ激となるセϛナーで͋った。

⾢ू߹ࣸਅ

ॳ日はর光ઌ生とߔ口ڭतにΑる講ԋが͋り、２日໨のޕ

前にはグルーϓに෼かれて大学院新入生にΑるӳจ࿦จにؔ

するൃදが行われた。ޕ後は３日໨のグルーϓൃදに޲けて

の౼ٞが行われ、３日໨のޕ前中にグルーϓ͝とにൃදが行

われた。その後のดߍ式では、ӳจൃදの༏लऀと、グルー

ϓൃදにおける࠷༏लグルーϓがදজされた。
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第���回大学Ӄηϛφー開催
202�年̒月22日（໦）ޕ後̒時Αり、ਫಓࣷߍڮ本館第２講

義ࣨにおいて、第488回大学院セϛナーが、ウΣルϏーイングϓ

ϩδΣクトとの࠵ڞで։࠵された。今回は、ラϰァル大学ࣃ学部

（カナμ）ࣃ学部௕の 1etroT 1aQageraLiT ઌ生をおটきして、

ʮࣃのߗ૊৫ܗ成における時ܭҨ఻子のཚれと病తな45*.1シ

グナリングのӨ響（EGGeDtT oG DirDadian DloDL diTrVQtion and 

QathologiDal 45*.1 Tignaling in dental Ninerali[ed tiTTVeT 

GorNation）ʯと୊した講ԋをいたͩいた。

体内時ܭは、時ܭҨ఻子と呼ばれるస写Ҽ子のൃ現ࠩҟを

௨じて、΄΅す΂てのᄡೕ動෺の生ཧ学తա程の日प期リζ

ムを੍ޚしている。時ܭҨ఻子のൃݟには、2017年にϊー

ϕル生ཧ学・医学৆（%rT� +e⒎reZ C� )all, .iDhael 3oTCaTh, 

and .iDhael W� :oVng）が༩͑られている。͝講ԋいたͩい

た1aQageraLiTڭतは、ಛにߗ૊৫ܗ成における時ܭҨ఻子

・Ҩ఻子（1er2・CrZ1ܭの第一人ऀで、３つの時ڀݚ

CrZ2）ϊックアウト（,0）Ϛウスを用いたڀݚから、৅է

ժࡉ๔ൃ生ա程・৅է࣭ܗ成ௐઅにおけるओཁな体内時ܭҨ

఻子の໾ׂをお࿩しいたͩいた。Ճ͑て、໔Ӹܥのࡉ๔のみ

ならͣ、Τナメルժࡉ๔や৅էժࡉ๔にもൃ現がݟられるス

トアґଘੑカルシウムイΦン流入（40CE）を୲͏ߴカルシ

ウムイΦンબ୒ੑνャωルʮ0raiʯ、ならびにその活ੑ化に

ؔ༩するখ๔体カルシウムセンサータンύク࣭ʮ45*.1ʯ

が、体内時ܭҨ఻子にΑるシグナル఻ୡと૬࡞ޓ用すること

で、ࣃのߗ૊৫ܗ成・ൃ生ա程にॏཁをԋじていることを࿩

された。このΑ͏なࣃをؚめた口腔ػೳにؔ࿈する時間生෺

学のղ明から、時ܭҨ఻子をඪతとする新しい口腔ࣃ科࣬ױ

予๷と࣏ྍのํࡦをఏ供できるՄೳੑについて、࠷後にల๬

をड़΂られた。

セϛナーにはଟくの大学院生・学内ऀڀݚがࢀՃされ、活

ൃな౼ٞもされた。大変༗ҙ義なセϛナーとなった。

第���回大学Ӄηϛφー開催
202�年̓月18日（Ր）ޕ後̒時Αり、Φンラインにて、

第489回大学院セϛナーが、ウΣルϏーイングϓϩδΣクト

（ए手サイΤンスアカデϛーاը）と࠵ڞで։࠵された。今

回は国ཱ成ҭ医ྍڀݚセンター・໔ӸアレルΪー・ײછڀݚ

部・アレルΪーࣨࣨڀݚ௕の৿田ӳ明ઌ生に、ʮアレルΪー

はなͥ૿͑たʁʙ૿͑続けるアレルΪーをࠀ服するにはʙʯ

と୊して͝講ԋをいたͩいた。

1970年代Ҏ߱にऀױ਺が૿ٸしているアレルΪー࣬ױ

は、Ҩ఻తૉҼとڥ؀ཁҼがෳࡶにབྷみ合ってൃ঱するとߟ

͑られるため、この୹期間にऀױ਺がٸ激に૿ՃしたݪҼは

おもにڥ؀の変化に͋ると͑ߟられる。これらをഎ景に、ۙ

年ఏএされている、人間の体が外քと઀する部෼にଘࡏする

上ൽࡉ๔のバリアߏػがԿかしらのཁҼでো֐されることが

アレルΪー࣬ൃױ঱の起Ҽとなるʮ上ൽバリアԾઆʯについ

て、͝ղઆいたͩいた。また、ʮ上ൽバリアԾઆʯにؔ࿈し

て上ൽバリアػೳো֐をҾき起こすڥ؀ཁҼとして、家ఉで

などのҼ子がӨ響ࡎにؚまれるք໘活ੑࡎ用される合成ચ࢖

するՄೳੑについて、৿田ઌ生らの࠷新のڀݚ成Ռをもとに

͝঺հいたͩいた。

本学においても、アレルΪー࣬ױを༗するࣃ科ؔ࿈ऀױの

࣏ྍや֤छԌ঱࣬ױをඪతとしたڀݚが盛んに行われてい

る。本セϛナーは、ଟくの大学院生にとって、アレルΪー࣬

ձとػまで学Ϳํ͑ߟ新の࠷本తな஌ࣝからجにؔするױ

なったことにՃ͑、今後のྟচおΑびڀݚ生活の૒ํに༗ӹ

なものになるとࢥわれた。

▲大学Ӄηϛφʔޙͷ༷ࢠ
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202�年5月11日（໦）から1�日（౔）に、Ԭࢁコンϕン

ションセンター（Ԭࢢࢁ）において։࠵された第77回日本口

腔科学ձ学ज़ूձにて、口腔ֺإ໘外科学講座の新行内 ܙ

ॿڭが、ྩ和̑年度日本口腔科学ձ学ձ৆༏ल࿦จ৆をड৆

した。新行内ॿڭはʮٵࠎऩ཈੍ༀ࣏ྍྺの͋るૈࠎᱷ঱ױ

ऀにおけるൈࣃज़後のA30/+ൃ生Ҽ子のݕ౼ʯを日本口腔

科学ձר71ࢽࡶ第１号１ʙ９ทにൃදし、その内༰をධՁ

されてのड৆となった。

わが国のٵࠎऩ཈੍ༀؔ࿈ֺࠎյࢮ（ant ireTorQt iWe 

agentTôrelated oTteoneDroTiT oG the KaX � A30/+）のݪҼ࣬ױ

としてૈࠎᱷ঱がଟく、またٵࠎऩ཈੍ༀ（antireTorQtiWe 

agent � A3A）౤༩ऀױでは、ൈࣃज़はA30/+ൃ生にؔ༩す

るとされており、そのリスクは上ঢするとされている。しか

し、これまでૈࠎᱷ঱ऀױにݶఆしたൈࣃज़後のA30/+ൃ

生についてのใࠂはগなく、実ଶは不明で͋る。そこで本࿦

จでは、A3Aطԟྺの͋るૈࠎᱷ঱ऀױでのൈࣃज़後の

A30/+ൃ生とൃ生Ҽ子について明らかにすることを໨తと

した。

本࿦จでは、A30/+ൃ生Ҽ子についてのݕ౼߲໨を、

৽ߦ಺ܙ�ॿڭ�第��回೔ຊߢޱ科学会学ज़ू会ʹͯ
学会৆༏ल࿦จ৆Λड৆

ʮऀױഎ景ʯ年ྸ、ੑผ、リスクҼ子（ϙδションϖーύー

のશ਎ੑ � がん、౶೘病、ؔઅリウϚν、ශ݂おΑびซ用ༀ 

� ෭ਛൽ࣭ステϩイドༀ、߅がんༀ）、ʮA3Aの内༰ʯ౤༩

経࿏、छྨ、౤༩期間、ज़前休ༀ、休ༀ期間、ʮൈࣃज़ʯ部

Ґ、ࣃछ、本਺、ൈࣃのదԠ࣬ױ、ज़前ە߅ༀ、ज़前Τック

スઢ写真所ݟ、૑のঢ়ଶの15߲໨とした。そして千葉ࣃ科

医ྍセンター口腔外科でA3A࣏ྍྺの͋るૈࠎᱷ঱ऀױの͏

ͪൈࣃज़を行った424ྫをର৅として、A30/+のൃ生཰とൃ

生Ҽ子についてݕ౼した。

A30/+は、̒ྫ（1�4�）にൃ生し、A30/+ൃ生Ҽ子にର

するଟ変ྔղੳの結Ռでは、ੑผ（ঁੑɿ┴ � 0�006、Φッ

ζൺ0�028、95�৴པ۠間ʹ0�002, 0��51）、リスクҼ子

（શ਎ੑおΑびซ用ༀɿ┴ � 0�001、Φッζൺ28�262、95�

৴པ۠間ʹ��187, 250�607）おΑび૑のঢ়ଶ（ղ์૑ɿ┴ʹ

0�021、Φッζൺ0�068、95�৴པ۠間ʹ0�007, 0�621）が

༗ҙなҼ子で͋った。ൈࣃज़のࡍに׬શด૑を৺がけること

で、A30/+ൃ生リスクをܰݮさͤることがՄೳで͋ること

がࣔࠦされた。

今後も঱ྫ਺を஝ੵし、さらなるݕ౼がඞཁで͋る。

▲ड৆ͨ͠৽行಺ॿ教ʢࠨʣͱย૔�࿕教授 ▲ड৆ͨ͠৽行಺ॿ教ʢதԝʣͱؠຊণ࢜講ࢣʢࠨʣɺࣲ޹ݪ඙٬員教授
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ύーシャルデンνャーิ௲学講座のࢁԼल一࿠ڭतと

田ࡔজن।ڭतが、ྩ和４年度 ެӹࣾஂ๏人日本ิ௲ࣃ科

学ձ・学ձ࿦จ৆をड৆し、202�年̑月19日（金）にύシ

フィコԣ඿（ԣ඿ࢢ）において։࠵された第1�2回学ज़大ձ

にてදজされた。બग़された࿦จは、ʮ3etentiWe GorDe oG 

teleTDoQiD DroXnT DoNCining GiCerôreinGorDed DoNQoTite 

and [irDonia�ʯ（+ 1roTthodont 3eT� 2022�66	2
�265ô271�）

で͋った。

本࿦จは、田ࡔ।ڭतがドイπのϋイデルϕルグ大学ෟଐ

病院ิ௲科での留学中に1eter 3aNNelTCergڭतのࢦಋのも

とで実ࢪしたڀݚで͋る。これまでテレスコーϓクラウンは

ख़練したࣃ科ٕ޻士がࣃ科ਫ਼ີர଄にて手࡞業で੡࡞してい

たが、ۙ年のデδタルデンティストリーのൃలにΑり、Ϥー

ϩッύを中৺にCA%�CA.ٕज़を用いてテレスコーϓクラウ

ンを੡࡞することがՄೳになった。また、༷々なࡐྉでՃ޻

することができるΑ͏になったため、ࡐྉのબ୒ࢶが૿͑

た。本࿦จでは、テレスコーϓクラウンの内ףにδルコニア

を、外ףにグラスファイバー強化ܕコンϙδットレδン

（F3C）を用いてҡ࣋ྗをূݕした。δルコニア੡の内ףと

F3C੡の外ףの૊み合わͤのテレスコーϓクラウンは、ద੾

なॳ期ҡ࣋ྗをࣔした。また、外ףのϛリングύラメータの

202�年̑月19日（金）ʙ21日（日）に、ύシフィコԣ඿

（ԣ඿ࢢ）において։࠵された第1�2回日本ิ௲ࣃ科学ձ学

ज़大ձにて、ύーシャルデンνャーิ௲学講座のҏ東ੈߛ大

学院生が՝୊口ԋ༏ल৆をड৆した。՝୊口ԋ༏ल৆ड৆

は、本学でॳめてのշڍで͋る。ड৆ԋ୊はʮ७νタンを局

部চ義ࣃフレームϫーク΁Ԡ用するࡍの࠷దなCA%�CA.ٕ

ज़のݕ౼ʯで͋った。

७νタンは生体਌和ੑに༏れ、金ଐアレルΪーを起こしに

くいが、ࣃ科ਫ਼ີர଄でフレームϫークを੡࡞することはࠔ

೉で͋った。しかし、ۙ年のCA%�CA.ٕज़のൃలにΑり、

その໰୊をࠀ服できるΑ͏になってきた。本ڀݚでは७νタ

ンを局部চ義ࣃ΁Ԡ用するࡍの࠷దなCA%�CA.ٕज़のํ๏

をϚクϩత、ϛクϩతなࢹ఺でݕ౼を行った。結Ռとして、

७νタンディスクの੾࡟Ճ޻がܗঢ়ਫ਼度、内部ܽؕ、ද໘ૈ

さおΑび金ଐ結থߏ଄の観఺からもっとも༏れることが明ら

かとなった。今後、ྟচ΁のԠ用が期଴される。

�तڭ।نজࡔतɺాڭԼलҰ࿠ࢁ
ྩ࿨̐年度೔ຊิ௲歯科学会・学会࿦จ৆Λड৆

ҏ東ੈߛ大学Ӄੜ�第�32回೔ຊิ௲歯科学会学ज़大会ʹͯ
՝୊ޱԋ༏ल৆Λड৆

▲ड৆ͨ͠ࢁԼ教授ʢࠨʣͱాࡔ।教授

▲ड৆ͨ͠ҏ౦大学ӃੜʢӈʣͱࢁԼलҰ࿠教授

ௐ੔とϛリング後のݚຏが、ϛリング後のҡ࣋ྗのௐ੔時間

や外ףの௕期తな予後に大きくӨ響することがࣔࠦされた。

本࿦จの内外ףの૊み合わͤのテレスコーϓクラウンはす

でにྟচԠ用΁の試みが行われており（%igital teDhnologZ 

Gor GaCriDation oG reNoWaCle dental QroTtheTiT Xith doVCle 

DroXnT DoNCining pCerôreinGorDed DoNQoTite and [irDonia� 

+ 1roTthodont 3eT� 202��67	�
�487ô492� ）、これからのී

。が期଴されているٴ
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202�年̑月19日（金）ʙ21日（日）に、ύシフィコԣ඿

（ԣ඿ࢢ）において։࠵された第1�2回日本ิ௲ࣃ科学ձ学

ज़大ձにて、ύーシャルデンνャーิ௲学講座のՃ౻༤人大

学院生が՝୊口ԋ৆をड৆した。ड৆ԋ୊はʮ局部চ義ࣃ΁

のԠ用をݟਾ͑た൒ম結CoôCr合金ディスクのਫ਼֬さとػց

తಛੑのূݕʯで͋った。

新たに։ൃされた൒ম結CoôCr合金ディスクにΑって、ิ

௲૷ஔの੡ํ࡞๏に新たなબ୒ࢶがՃわった。本ڀݚでは൒

ম結CoôCr合金ディスクを局部চ義ࣃ΁Ԡ用することを໨త

とし、ࢧ୆૷ஔを੡࡞したࡍのਫ਼֬さとҾு試ݧにΑるػց

తಛੑについて、ैདྷのர଄๏とൺֱݕ౼を行った。本ڀݚ

では、൒ম結CoôCr合金ディスク੡のࢧ୆૷ஔのਫ਼֬さは、

レスト部でྑ好な஋をࣔし、ػցతಛੑは*40֨نでఆめる

5ZQe 4金ଐのج४をຬたすことが明らかとなった。今後の

ൃలとྟচ΁のԠ用が期଴される。

202�年̑月26日（金）、27日（౔）に、レクβムホール

（߳઒ݝ）において։࠵された第66回य़ق日本ࣃप病学ձ

学ज़大ձにて、ࣃप病学講座の今ଜ݈ଠ࿠講ࢣが࠷༏लྟচ

ϙスター৆をड৆した。本৆は学ज़大ձのྟচϙスターにൃ

දされた঱ྫの中から、ಛに༏れたൃදをදজするもので͋

る。今ଜ講ࢣはʮࣃ೑のバイΦタイϓがബいऀױにおけるෳ

਺ࣃにٴͿࣃ೑ୀॖにରしてࠜ໘ඃ෴ज़を行った一঱ྫʯと

୊するൃදを行った。ࣃ೑ୀॖを༗するऀױにରして、ࣃप

成手ज़（ࠜ໘ඃ෴ज़）のज़前にバイΦタイϓϓϩーブを用ܗ

い、ࣃ೑のバイΦタイϓを٬観తに൑அすることでద੾なज़

式બ୒がՄೳとなり、ྑ好な成Ռがಘられた఺などがධՁさ

れた。

今ଜ講ࢣにはදজঢ়の΄か、෭৆（2VinteTTenDe AXard）

がଃられた。

Ճ౻༤ਓ大学Ӄੜ�第�32回೔ຊิ௲歯科学会学ज़大会ʹͯ
՝୊ޱԋ৆Λड৆

ͯʹ೔ຊ歯पප学会学ज़大会ق�第��回य़ࢣߨଜ݈ଠ࿠ࠓ
༏लྟচϙスλー৆Λड৆࠷

⾣ड৆ͨ͠加౻大学ӃੜʢӈʣͱࢁԼलҰ࿠教授

⾣ड৆ͨ͠ࠓଜ講ࢣʢࠨʣͱᜊ౻�३教授
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202�年̒月８日（໦）から９日（金）に、一ڮ大学一ڮ講ಊ

（東京都）において։࠵された日本ֺ変ܗ঱学ձ第��回学

ज़大ձにて、ࣃ科ڲਖ਼学講座のߔ口༟ᣦ߳ྟচઐ໳ઐम科生

が༏लϙスター৆のコンϖティションにબग़され、৿࢘ܒࢁ

ཧࣄ௕Αり৆をत༩された。ड৆ԋ୊はʮੑ֨ࠎԼֺ前突঱

における外科తڲਖ਼࣏ྍとڲਖ਼୯ಠ࣏ྍのج४ʯで͋った。

本ԋ୊は、ੑ֨ࠎԼֺ前突঱の࣏ྍํ਑として外科తڲਖ਼

࣏ྍかڲਖ਼୯ಠ࣏ྍかをબ୒するج४を、セファϩ෼ੳ஋か

らࢉग़した。ࣃ科ڲਖ਼用アンカースクリϡーの࢖用がՄೳに

なった年代でのࢉग़されたج४と、それҎ前のものではબ୒

४にࠩがೝめられ、アンカースクリϡーのదԠがؔ࿈してج

いることがਪ࡯された。

঱学会第ܗ༟ᣦ߳ྟচઐ໳ઐम科ੜ�೔ຊֺมޱߔ 33回学ज़大会ʹͯ
༏लϙスλー৆ͷίンϖςΟγϣンʹબग़͞Εදজ

▲ड৆ͨ͠খ୩஍ඇৗۈ講ࢣʢӈʣͱᜊ౻�३教授 ▲ड৆ͨ͠খ୩஍ඇৗۈ講ࢣʢӈʣͱࠓଜ݈ଠ࿠講ࢣ

▲දজをड͚ͨྟޱߔচઐ໳ઐमՊੜʢӈʣͱڞಉԋ者ͷཱ໦ઍܙ講ࢣ

202� 年̒月 22 日（໦）、2� 日（金）に、くにびきメッセ

（ౡࠜݝ）において։࠵された日本ࣃ科อଘ学ձ 202� 年度य़

学ज़大ձ（第ق 158 回）にて、ࣃप病学講座のখ୩஍ ࡙ඇৗ

科ࣃ、科อଘ学ձ঑ྭ৆をड৆した。本৆はࣃが日本ࢣ講ۈ

อଘ学のྖҬにおいて༏れた業੷を͋͛た日本ࣃ科อଘ学ձ

のձһをදজするとともに、ए手ऀڀݚのҭ成を໨తに、ࡶ

。࿦จを৹ࠪର৅としてදজするもので͋るࡌܝࢽ

ड৆࿦จはʮ4ZTteNiD adNiniTtration oG DZtotoYiD 5 

lZNQhoDZteôaTToDiated antigen 4 	C5LAô4
ô*g aCrogateT 

alWeolar Cone reTorQtion in indVDed QeriodontitiT throVgh 

inhiCition oG oTteoDlaTt diGGerentiation and aDtiWation� An 

eYQeriNental inWeTtigationʯで͋り、ࣃप病学෼໺でධՁが

されていࡌܝoVrnal oG 1eriodontal 3eTearDhに+ࢽࡍい国ߴ

る。ڀݚ内༰は、生෺学త੡ࡎで͋るࡉ๔ই̩ੑ֐リンύٿ

ؔ࿈４ݪ߅（C5LAô4）ô*gが、ࣃपԌのਐ行にٴ΅すӨ響を

。したもので͋る౼ݕ

本ڀݚでは、C5LAô4ô*gがഁࡉࠎ๔の෼化と活ੑ化の્֐

にΑりࣃ૧ٵࠎऩを཈੍し、そのメカニζムとしてシグナル

఻ୡ経࿏がؔ༩していることをࣔした఺がධՁされ、ड৆に

至った。今回ಘられた஌ݟが、ࣃपԌにおけるࣃ૧ٵࠎऩメ

カニζムղ明の一ॿとなり、ࣃपԌのൃ঱・ਐ行を཈੍する

新たなアϓϩーνの୺ॹとなることが期଴される。

খ୩஍�࡙ඇৗࢣߨۈ�೔ຊ歯科อଘ学会঑ྭ৆Λड৆
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⾣ड৆͔ͨ͠ࠨΒ୍઒।教授ʢதԝʣͱদҪ教授ʢࠨʣɺ
೔ຊ؊୾ᢄ֎Պ学ձཧࣄ௕ͷԕ౻�֨ઌੜʢӈʣ

202�年̒月�0日（金）、̓月１日（౔）に、京Ԧϓラβ

ホテル（東京都）において։࠵された第�5回日本؊୾ᢄ外

科学ձ学ज़ूձにて、ࢢ઒૯合病院外科の୍઒ য়।ڭतが

ཧࣄ௕৆をड৆した。本৆は、学ձ学ज़ूձにԠืされた一

ൠԋ୊の͏ͪ、ಛに༏れた３ԋ୊がબग़されるもので͋る。

ड৆ԋ୊は、ʮA QroTQeDtiWe TtVdZ inWeTtigating earlZ 

diagnoTiT oG QanDreatiD DanDer CZ TVrWeillanDe oG QatientT 

Xith a loDal DonTtriDtion oG the QanDreaT �,ôTign� CZ 

DoNQVted toNograQhZ�ʯで͋る。

本ڀݚは、ࢢ઒૯合病院外科のদҪ३一ڭत、୍઒।ڭत

をはじめとするࢢ઒૯合病院外科νームおΑび์ࣹઢスタッ

フがൃݟした、ᢄଁがんൃ঱前におこるᢄくびれ様変化の

C5所ݟを࣋つ�0ऀױ名を前޲きに観࡯し、̑名（17�6�）

にૣ期ᢄଁがんを਍அ、࣏ࠜత੾আを行ったことをใࠂし

た。ൃ঱前ը૾Αりᢄଁがんを਍அ・࣏ྍした前޲きྟচݚ

。で͋った఺などがධՁされたڀ

୍઒�য়।ڭत�第 3�回೔ຊ؊୾ᢄ֎科学会学ज़ू会ʹͯཧࣄ௕৆ड৆

จ部科学লは、第４期がんରࡦਪਐج本ܭըにおける人ࡐ

ҭ成の強化として、今後のがん医ྍを୲͏医ྍ人のཆ成ਪਐ

を໨తとしたʮ࣍ੈ代がんϓϩフΣッショナルཆ成ϓランʯ

をྩ和̑年度Αり։始しているが、本学も東京医科ࣃ科大学

の࿈ߍܞとして本ࣄ業にࢀըすることがܾఆした。ࣃ科大学

から本ࣄ業にࢀըするのは本学が།一で͋り、東京医科ࣃ科

大学をओװとするグルーϓ（ܚጯ義क़大学、国ࡍ医ྍ෱ࢱ大

学、ॱఱಊ大学、東海大学、東京ༀ科大学）のʮ࣍ੈ代がん

医ྍを୲͏ଟ৬छ人ࡐཆ成ϓランʯに所ଐする。

本学の໾ׂは、がん医ྍの現場で口腔の݈康ਪਐにओಋత

な໾ׂをՌたすことのできる人ࡐのҭ成で͋り、ʮ口腔がん

࣏ྍઐ໳医ཆ成コースʯ、ʮֺإ໘ิ௲ઐ໳医ཆ成コー

スʯ、ʮྍ࣋ࢧ๏ઐ໳医ཆ成コース�口腔ケア・ઁ৯ᅞԼリ

ϋϏリテーション・ӫཆྍ๏෼໺ʯの３つの大学院ത士՝程

をઃஔし、ྩ和̒年度Αり։講する。

さらにグルーϓでの大学間࿈ܞとして口腔ケア・口腔がん

मݚಇしてڠ௨インテンシブコースをཱͪ上͛、ଞ৬छとڞ

を行͏場をఏ供する。

東京歯科大学ʮจ෦科学ল࣍ੈ୅͕ΜプϩϑΣογϣφϧཆ੒プϥンʯ
ʹ東京ҩ科歯科大学ͷ࿈ߍܞͱͯ͠ࢀը
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▲ड৆ͨؒ͠講ࢣʢࠨʣͱ౦�ढ़จ教授

202�年7月27日（໦）から29日（౔）に、都ࢢセンター

ホテル（東京都）において։࠵された第41回日本ࠎ代ँ学

ձ学ज़ूձにて、生化学講座の間 ಸ௡子講ࢣがྩ和̑年度

日本ࠎ代ँ学ձ学ज़ूձ༏लϙスター৆をड৆した。間講ࢣ

はʮ/05C)2Ҩ఻子変ҟを൐͏)aKdVôCheneZ঱ީױ࣬܈ಛ

ҟతi14ࡉ๔を用いたഁࡉࠎ๔෼化༠ಋʯをൃදし、その内

༰をධՁされてのड৆となった。

)aKdVôCheneZ঱ީ܈は、ਐ行ੑのഁࠎյ、ૈࠎᱷ঱やॏ

度のࣃप病をओな病ଶとするੑݦҨ఻ੑ࣬ױで/05C)2Ҩ఻

子の変ҟがݪҼとされる。Ҩ఻子変ҟにΑるա৒なഁࡉࠎ๔

෼化・活ੑ化が病ଶػংと͑ߟられていることにண໨し、本

した。)aKdVô౼ݕをߏػޚ๔෼化੍ࡉࠎにおけるഁױ࣬

CheneZ঱ީऀױ܈༝དྷi14ࡉ๔をथཱした後、Ϛクϩファー

δ・ഁࡉࠎ๔෼化๏をཱ֬。)aKdVôCheneZ঱ީ܈༝དྷi14ࡉ

๔༝དྷഁࡉࠎ๔෼化ػೳが/05C)2シグナルの૿強にΑり、

ဏਐするՄೳੑをࣔした。今後は本࣬ױのみならͣ、ۙ年ࣾ

ձత໰୊となっているऀྸߴのૈࠎᱷ঱やॏ度のࣃप病の病

ଶղ明にもد༩するڀݚ成Ռが期଴される。

ؒ�ಸ௡ࢣߨࢠ�第��回೔ຊࠎ୅ँ学会学ज़ू会Ͱ༏लϙスλー৆Λड৆



��3��߸ɹ���3೥ �݄ 3�೔ൃߦ

ֶੜձχϡʔε

▲ೋ࣍৹ࠪͷ࣮ٕݧࢼʢࢧ୆ܗࣃ੒ʣதͷ༷ࢠ ▲ड৆ͨ͠౻ా͞Μʢதԝӈʣͱࢦಋʹཽ͋ͨͬͨ�ਖ਼大।教授ɺ্ాو೭教授ɺ
Βʣ͔ࠨ教授ɺ࿐໦�༔ॿ教ʢࢤԼलҰ࿠ิ௲Պ෦௕ɺؔࠜलࢁ

⾣දজࣜޙͷ౻ా͞Μ

202�年̒月４日（日）に、(Cコーϙレートセンター（東

京都）において։࠵されたެӹࣾஂ๏人日本ิ௲ࣃ科学ձओ

第̑回+14 TtVdent DliniDal TLillT DoNQetitionにて、第̒学࠵

年の౻田ࠫੈさんが࠷終બ࠷ߟ༏ल৆１Ґをड৆した。本コ

ンϖティションは、త֬なྟচ൑அೳྗとߴいレϕルのྟচ

ٕೳを༗するࣃ科医ࢣをҭ成することを໨తとした学生ٕೳ

コンϖティションで͋る。

実ٕ՝୊は、อݥऩࡌCA%�CA.ף（ϋイブリッドレδン

クラウン）を૝ఆした໛ܕ上でのࢧ୆ܗࣃ成で͋った。౻田

さんは、ྟচ実習中にر๬ऀがࢀՃして行われた学内બߟに

おいて本学の代දとなった。一࣍৹ࠪはϓϩμクトのఏग़に

Αるબߟで、શ国ࣃ学部から25ߍのԠืが͋った。その中

で、࠷終બߟとなるೋ࣍৹ࠪにબൈされた。

同日行われたೋ࣍৹ࠪでは、上Ґ̒名のファイナリストが

(Cコーϙレートセンターにूい、�0෼間でࢧ୆ܗࣃ成を

行った。ϓϩμクトはその場でスキャンされ、ಗ名化された

ঢ়ଶでݫਖ਼に৹ࠪされた。その結Ռ、実ྗをൃشした౻田さ

んが࠷ࣄݟ終બ࠷ߟ༏ल৆１Ґをड৆した。

第̒学年౻ాࠫੈ͞Μ�೔ຊิ௲歯科学会第̑回+14�TUVEFOU�DMJOJDBM�
TLJMMT�DPNQFUJUJPOͰ࠷ऴબ࠷ߟ༏ल৆１ҐΛड৆
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202�年̒月17日（౔）ޕ後１時Αり、ਫಓࣷߍڮ新館݂

࿬ه೦ホールにおいて、ྩ和̑年度෕ܑձఆ時૯ձが։࠵さ

れた。一ށୡ໵学௕をはじめとする大学໾৬ऀならびम学ࢦ

ಋؔऀ܎のॾઌ生ํをおܴ͑し、西ࢁ ܿ෕ܑձ௕からの͝

ѫࡰの後、ଟ田 ࢯ޺を૯ٞձ௕にબग़し、ٞҊॻにैい৹

ٞをਐ行した。໿200名のอऀޢのํのࢀՃが͋った。

ྩ࿨̑年度෕ܑ会ఆ࣌૯会開催

▲ඉޱઍ୅ా۠௕ʢதԝࠨʣʹ આ໌するੴ௩।教授ʢӈʣͱ໦ଜ͞Μɺٴ઒͞Μ
ʢ͔ࠨΒʣ

⾣෕ܑձ૯ձͷ༷ࢠ

202�年̒月17日（౔）に、千代田۠໾所内۠ຽホール

（東京都）において։࠵されたʮ202�年度ͪΑͩڥ؀まつ

りʯに、第４学年の٢田ᰜथさん、ٴ઒౧Ղさん、໦ଜ光ཬ

さんが、Ӵ生学講座のੴ௩༸一।ڭतࢦಋのもと、ʮ਎ۙな

。をଌってみΑ͏ʯと୊してブースをग़లしたڥ؀

このग़లは、Թ೤の４ཁૉで͋る気Թ・気࣪・気流・᫔ࣹ

೤おΑびۭ気中のೋࢎ化୸ૉೱ度をଌఆすることで、਎ۙな

Թ೤ڥ؀にڵຯを࣋っていたͩき、ۙ年໰୊となっている೤

中঱予๷のൃܒも行͏とともに、஍ٿԹஆ化についてのϙス

ターలࣔにΑり、ڥ؀໰୊についてもؔ৺を࣋っていたͩく

ことを໨తに行われた。

当日は、ඉ口ݦߴ千代田۠௕をはじめ、千代田۠おΑびۙ

ྡ۠ຽなどଟくのํがདྷ場され、本学のブースに଍をࢭめ、

学生のઆ明に೤৺にࣖを܏けていた。

第̐学年ͷ٢ాᰜथ͞Μɺٴ઒౧Ղ͞Μɺ໦ଜޫཬ͞Μɺੴ௩༸Ұ।ڭ
त͕ʮ2023年度ͪよͩڥ؀·ͭΓʯʹग़ల

202�年̒月４日（日）と11日（日）に、千葉ࣷߍ体ҭ館

で։࠵されたؔ東医ࣃༀ大ձにおいて、本学உ子バレーϘー

ル部がリーグ༏উとい͏好成੷をऩめた。

ओকのখ໺ շさん（第４学年）は、ʮこの度、य़のؔ東

医ࣃༀ大ձにてリーグ内で༏উとい͏成੷をऩめることがで

きました。試合にग़たબ手ୡはもͪΖん、पりでサϙートし

てくれたνームメイトؚめ、શһが一கஂ結して௫んͩউར

ͩと͑ߟています。この結Ռにຫ৺ͤͣద度な自৴を࣋っ

て、νームの໨ඪで͋るデンタル༏উに޲けてまた気࣋ͪを

੾りସ͑てਐんでいきますので、Ԡԉの΄どΑΖしくおئい

கしますʯとใࠂならびにܾҙをड़΂た。

உࢠόϨーϘーϧ෦͕ؔ東ҩ歯ༀ大会ͰϦーά༏উ
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▲֤෦ͷཔ΋͍͠ओকͨͪ▲બखએ੤ʹྟΉ͞ాݪΜ

202�年̓月12日（ਫ）ޕ後̒時Αり、ਫಓࣷߍڮ新館݂

࿬ه೦ホールにおいて、第55回શ日本ࣃ科学生૯合体ҭ大

ձ夏期部໳結ஂ式が։࠵された。一ށୡ໵学௕のѫࡰの後、

உ子バレーϘールओকのখ໺ շさん（第４学年）にΑるӡ

動部代දѫߗ、ࡰ式໺ٿ部のݪ田༏༎さん（第４学年）にΑ

るબ手એ੤と続き、࢘ձのੴࡔ大߉さん（第４学年）にΑる

঺հのもと֤クラブओকがѫࡰを行った。

第 ��回શ೔ຊ歯科学ੜ૯߹ମҭ大会Ն期෦໳݁ஂࣜ開催

⾣݁ஂࣜͷ༷ࢠ
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ਤॻ͔ؗΒ

ਤॻؗͰ͸ຊֶڭһ͕ࣥචͨ͠ஶॻʢຊֶͷڭһ໊͕ඪ୊͞ࡌهʹࢴΕ͍ͯΔ΋ͷʹݶΔʣʹ ͍ͭͯ͸ɺಛʹऩूʹ౒Ί͓ͯ
Γ·͢ɻஶॻൃץͷ͓Γʹ͸ɺ͝Ұ報͍ͩ͘͞ɻ

౔ࢤذຑɼ新୩੣康・ฤஶ
子どもの口腔機能発達不全症 UPDATE : 口腔習癖・食べ方・食生活指導を含めたアプローチ
医ࣃༀग़൛ɼ202�

ʮ口腔ػೳൃୡ不શ঱ʯの改ળのアϓϩーνを行͏ためには、ࣃ科医ྍ৬が子どもたͪの口腔ػೳについ
て໰୊఺をࢦఠできるඞཁが͋ります。本ॻはਖ਼ৗな口腔ػೳൃୡのઆ明から始まり、ʮどのΑ͏なঢ়ଶが
口腔ػೳൃୡ不શ঱なのかʯについて、਍அにඞཁなνΣックリストを一つͣつ঱ྫをఄࣔしながらղઆ
し、ඞཁとなるػೳ܇練やࢧԉ内༰、さらにอݥのࢉఆํ๏についてもٙ໰఺をղܾできるΑ͏にฤूした
ஶ࡞です。（新୩੣康・খࣃࣇ科学）

202�年４月25日（Ր）から̑月18日（໦）の期間中、Φ

ンラインにてจࡧݕݙ講習ձが։࠵された。１コϚ͋たり 

60෼程度の内༰で、ʮ1VC.edʯʮ4DoQVTʯʮ医中ࢽ

WeCʯでは、医学จݙのࡧݕにඞਢのデータϕースのج本

తな࢖いํからԠ用త・ޮ཰తなํࡧݕ๏についてԋ習をަ

͑てղઆした。ʮ学ೝʯでは、ਤॻ館でఏ供しているి子リ

ソース（データϕースやి子δャーナル）を学外からར用す

るํ๏をઆ明した。

શ日程で։࠵科໨਺̓コϚ、の΂74 名のࢀՃが͋り、ア

ンケートではʮج本తな内༰からศརなػೳまで͑ڭてもら

͑たʯʮਤや手ॱがわかりやすかったʯʮৄࡉな࢖用๏をฉ

くことができたʯといった回౴が͋り、大変好ධをಘた結Ռ

となった。

य़ͷจߨࡧݕݙश会開催
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෦χϡʔεྲྀަࡍࠃ

202�年３月、コϩナՒで2019年度Ҏ߱中ࢭをしていた

EleDtiWe 4tVdZ 1rograNが３年Ϳりに実ࢪされた。

第１ʙ３学年の成੷上Ґऀ�5名の中のԠืऀから֤４

名、また2019年度ˎにબग़されていた第４学年、第̑学年

の֤４名がબߟҕһձにかけられબग़された。

海外΁の౉ߤにઌཱͪ、同૭ձ௕のᖂ୩ᅳஉઌ生におӽし

いたͩき、一ށୡ໵学௕とともにબग़ऀ一人ͻとりにදজঢ়

を手౉され、激ྭのおݴ葉を頂ଷした。

本年度の౉ߤઌは、コϩナՒで実ࢪできない期間に࢞ຓߍ

で、第１学年、第２学年が୆ߍをؚΉ４ߍఆをక結した２ڠ

๺医学大学、第３学年がイΤテϘリ大学、第４学年がϋイデ

ルϕルク大学、第̑学年がタフπ大学を中৺に行われた。

2022 年度 &MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBN࣮ࢪ

＊	2019 年度は新型コロナウイルス感染症拡大により、実施直前に
中止することが決定した。

▲ୈ̎学೥ɿখ૔޾थɺॳ໺೔ࡊ೫ɺᖛ�རಸࢠɺ٢ా༞੖
Ҿ཰教員ɿࢁຊকਔ講ࢣɺኍ಺ӳஐ講ࢣ

▲ୈ̐学೥ɿ෢ҪすΈΕɺ大୩�෣ɺੴ઒ஐ大ɺখມ༗ᣦ࡙
Ҿ཰教員ɿాࡔজن।教授

▲ୈ̑学೥ɿ಺ాߊฏɺ大௩࢙ܒɺখྒࢬ༎ɺԣా�෣
Ҿ཰教員ɿԫ஍݈ਔॿ教

▲ୈ̏学೥ɿઙرܚݪɺాݪ大੟ɺྛ�Ѫ༝ࡊɺ৿ຊᣦࣿࢠ
Ҿ཰教員ɿੴ௩༸Ұ।教授

⾣ୈ̍学೥ɿ໼ౢ�༏ɺԼ઒ඒ࡙ɺીࠜΏ͖ɺޫ໦ཧ೫
Ҿ཰教員ɿࢁຊকਔ講ࢣɺኍ಺ӳஐ講ࢣ

Elective Study Program
参加学生20名および引率教員
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▲୆๺ҩ学大学ߢޱҩ学Ӄදܟ๚໰

༤αΠΤϯεύʔΫͰγϛϡϨʔγϣϯʹ৮Εる参加者ߴ▲

༤αΠΤϯεύʔΫ๚໰ߴ▲

ՊͰͷू߹ࣸਅࣃඒපӃ಺ح▲

台湾でのElective Study Programは、第１学年４名、第２
学年４名が参加した。
初日は張 維仁教授主催の夕食会を開催していただき、
本学出身の林 士凱先生も同席され、よい時間を過ごすこ
とができた。
２日目は、台北医学大学にて鄭 信忠口腔医学院院長らが
出席した歓迎セレモニーが開かれた。学生たちの自己紹介
後、お土産の交換を行った。続いて大学内を見学した。大学
内の解剖実習室には、ご遺体の生前の写真が飾られており、
生前にどの様な人生を歩まれたのかを記載した説明文も掲
示されていた。見学した２年生たちは本学との相違を体感し
たようだった。その後は附属病院を見学した。
３日目は、台北医学大学雙和病院へ向かい、主に総合診療
科を見学した。雙和病院の障害者歯科診療室の創設には本

学も深く関わっており、その診療室を見学できたことは、学生
たちにとっても有意義であったと思われる。
４日目は、張教授とともに台南へ向かった。台南での夕食
会は、ホテル内のレストランで奇美病院の林 宏榮病院長ら
が手厚くもてなしてくださった。
５日目は、奇美病院にて、本学に留学経験がある林 哲毅先
生の出迎えを受け、手術室で口腔外科の手術を見学した。耳
下腺腫瘍除去の手術を見学中、学生たちの間で解剖学と臨
床の繋がりが話題になった。その後、総合診療科を見学した。
今回、台北医学大学を訪れた際に、長年培ってきた両校の
信頼関係がますます強固なものとなっている印象を受けた。
Elective Study Programでお世話になった先生方、事務の
方々、関係各位に心から感謝、御礼申し上げます。

【報告】山本将仁、廣内英智

2022年度Elective Study Program報告①
୆๺ҩ学大学Λத৺ͱͨ͠୆࿷Ͱͷ&MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBN
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▲/PCFM�1SJ[F�.VTFVNͰͷه೦ࣸਅ

▲౦ࣃژՊ大学ͱ೔ຊʹ͍ͭͯͷϓϨθϯςʔγϣϯをऴ͑ͨ参加者 ▲ 1FUFS�-JOHTUSÖN教授ʹΑる 4XFEJTI�$BSJPMPHZ ͷ講ٛʹྟΉ参加者

▲ΠΤςϘϦ大学ࣃ学෦ 4UVEFOU�$MJOJD�GPS�"EVMUT ͷݟ学ʹྟΉୈ̏学೥
ͷ参加者

今回が初となるイエテボリ大学歯学部でのElective
Study Programは、第３学年から４名が参加した。
１日目は、自己紹介、イエテボリ大学の紹介、Fika（フィー

カ）、Department of Prosthodontics/ Dental Materials
Scienceの紹介、最新のシミュレーター（simodont）の体験、
Brånemark Clinicの見学、イエテボリ大学歯学部の学生たち
とのディスカッションなどが実施された。
２日目は、Sahlgrenska Academyのスクラブに着替え、
Student Clinic for ChildrenとStudent Clinic for Adultsを見
学した。
３日目は、Peter Lingströmイエテボリ大学歯学部長・カリ

オロジー科主任教授によるSwedish Cariologyの講義、Fika、
カリオロジー科のラボの見学とSweet Taste Perception Test

などが実施された。また、昼休みに講義室で実施された本学
学生４名による東京歯科大学と日本についてのプレゼン
テーションには、大勢のイエテボリ大学の学生たちが集まり、
多くの質問もあって、両校の交流を深める大変有意義な機会
となった。その後、本学学生４名にCertificateが手渡された。
今回の出張では、イエテボリに行く前に、スウェーデンの首
都であるストックホルムを訪れ、スウェーデンの歴史に触れ
ることもできた。Nobel Prize Museumでは、ノーベル賞の歴
史や歴代受賞者について詳しく学ぶことができ、学生たちの
研究に対する興味を引き出せたのではないだろうか。
Elective Study Programをサポートしてくださった先生方な
らびに関係者各位に心より感謝申し上げます。

【報告】石塚洋一

2022年度Elective Study Program報告②
ΠΤςϘϦ大学歯学෦Λத৺ͱ͠ ͨス΢ΣーσンͰͷ&MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBN
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▲ิ௲Պͷઌੜํͱͷه೦ࣸਅ

▲ূॻをड͚औͬͨୈ̐学೥ͷ参加者

▲਍ྍʹ͍ͭͯઆ໌をड͚る参加者

ࢠ学࣌ͷ༷ݟՊͰͷखज़֎ߢޱ▲

ドイツでのElective Study Programは、第４学年から４名
参加した。
初日はケルンで開催されたInternational Dental Showに
参加し、世界最新の歯科医療機器・材料に触れた。
ケルンからハイデルベルグに移動し、２日間ハイデルベル

グ大学附属病院のプログラムに参加した。
補綴科では、学生が大学生活および日本文化についてプ

レゼンテーションをした。補綴科の診療室、歯科技工室、講義
室、基礎実習室および研究室の説明を受けた。口腔内スキャ
ナーとCAD/CAMを用いた基礎実習を行っていることに学生
は驚いていた。
矯正科では、臨床見学をし、研究室について説明を受け
た。

保存科では、学生は臨床実習に参加し、学生同士で臨床実
習や学生生活についてディスカッションをし、学生交流を
行った。ドイツの臨床実習は学生自ら治療を行うため、学生
はその実習生の姿を見ることで、５年生から開始される臨床
実習に対してモチベーションを高めていた。
口腔外科では、舌がんの摘出手術とデジタルプランニング
による下顎骨部分切除後の腓骨移植の手術の見学をした。
今回のハイデルベルグ大学附属病院でのElective Studyは
初めての試みであったが、学生にとっては刺激的であり、充実
した内容で有意義な時間を過ごすことができた。最後に今回
のプログラムの実現に携わってくださった本学およびハイデ
ルベルグ大学の先生および事務の皆様に、感謝の意を表し
たい。 【報告】田坂彰規

2022年度Elective Study Program報告③
ϋΠσϧϕϧά大学ෟଐපӃΛத৺ͱ͠ υͨΠπͰͷ&MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBN
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▲λϑπ大学ࣃ学෦௕දܟ๚໰࣌ͷه೦ࡱӨʹྟΉୈ̑学೥ͷ参加者ͱҾ
཰教員

▲Ϙετϯ大学ࣃ学෦௕දܟ๚໰ʹྟΉ参加者ͱࢁຊઌੜ

▲λϑπ大学Ͱͷྟচݟ学ʹྟΉ参加者

▲ϋʔόʔυ大学ࣃ学෦௕දܟ๚໰ʹྟΉ参加者

米国東海岸でのElective Study Programは、第５学年から
４名参加した。
到着翌日と翌々日は、タフツ大学附属病院のプログラムに
参加し、各外来の見学や歯周病科の講義を受けた。歯内療法
科では、学生が実際に診療介助をし、貴重な経験となった。歯
科技工室では普段直接触れることのできないデジタル技術
に学生は驚いていた。またタフツ大学の学生やレジデントと
の交流では、本学学生が大学生活や日本の文化について発
表した。
３日目の午前はハーバード大学の歯学校と医学校の見学

を行った。現場で活躍されている先生方や研究者との交流を
深めた。３日目の午後はボストン大学へ移動し、本学卒業生
の山本英夫先生や多くの先生方から米国の歯科医療システ

ムやその背景を学ぶ機会があった。学生による診療や、ライ
センス取得後のより高度で専門的な診療が大学内で区別化
されていることに学生は驚いていた。
４日目と５日目は再びハーバード大学の研究者の方々と
交流を深めた。また、マサチューセッツ工科大学やマサ
チューセッツ総合病院も訪問し、学生は大きな刺激を受けて
いた。
今回、短期間に米国ボストンにある３つの大学を訪問する

というタイトなスケジュールであったが、事前にしっかり計画
を立てたこともあり、充実した時間を過ごすことができた。今
回のプログラムの実現に携わってくださった皆様に感謝の意
を表したい。

【報告】黄地健仁

2022年度Elective Study Program報告④
λϑπ大学Λத৺ͱͨ͠ถࠃ東ւ؛Ͱͷ&MFDUJWF�4UVEZ�1SPHSBN
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෦χϡʔεྲྀަࡍࠃ

202�年6月22日（໦）に、ラϰァル大学（カナμ）ࣃ学

部部௕の 1etroT 1aQageraLiT ઌ生が本学をදܟ訪໰され、

一ށୡ໵学௕、生ཧ学講座のᖂ઒義ڭ޾त、ԫ஍݈ਔॿڭと

࠙ஊされた。

今回の訪໰で、ラϰァル大学ࣃ学部と本学との間でকདྷత

なڞ同ڭ、ڀݚһおΑび学生の人తަ流など、今後のੵۃత

なަ流について༗ҙ義なҙ׵ަݟが行われた。

202�年̓月10日（月）ʙ14日（金）、本学学ज़ަ流ߍで͋るイ

ΤテϘリ大学ࣃ学部（スウΣーデン）Αり、+eniGGer 5oさん

と*de *leToさんの２名がདྷ訪した。これは、学生の૬ަޓ流

を明هした学ज़ڠఆ内༰にଇり今年度ॳめて実ࢪされ、ਫಓ

઒૯合病ࢢ、学ݟ病院ڮ学やਫಓݟ新館での実習त業ࣷߍڮ

院での手ज़ݟ学などを行った。

また、15日（౔）には、本学EleDtiWe 4tVdZ 1rograNで

202�年３月にイΤテϘリ大学を訪໰した第４学年の学生と

ともに、ઙ૲とお୆場を観光しަ流を深めた。

ϥϰΝϧ大学ʢΧφμʣͷ1FUSPT�1BQBHFSBLJT歯学෦෦௕͕
ຊ学Λදܟ๚໰

⾣ʢ͔ࠨΒ 
Ұށ学௕ɺ%S��BOE�%S��1BQBHFSBLJTɺ
ᖂ઒教授ɺԫ஍ॿ教

⾣学௕දޙܟͷ༷ࢠ

ΠΤςϘϦ大学歯学෦学ੜ&MFDUJWF�4UVEZ࣮ࢪ

202�年̓月20日（໦）ޕ前10時Αり、ϋイデルϕルク大

学（ドイπ）において、202�年３月１日෇けでక結したϋ

イデルϕルク大学ࣃ学部と本学との࢞ຓڠߍఆをه೦するセ

レϞニーが։࠵された。セレϞニーには、ϋイデルϕルク大

学Αり.arDô1hiliQQe Weller ෭学௕、1eter 3aNNelTCerg ڭ

त、ChriTtoQher +� LVY त、AVڭ 国ަࡍ流部部௕がग़੮し、

本学Αり一ށୡ໵学௕、ύーシャルデンνャーิ௲学講座の

খྛ  ༟ॿڭがग़੮した。

セレϞニーは、1728年に׬成したϋイデルϕルク大学چ

大学ೆ౩に͋るوෂࣨのϕル・Τターδϡで։࠵された。ݫ

ॗな部԰のงғ気とはҟなり、和やかなงғ気の中で活ൃな

ҙ׵ަݟがなされた。本ڠఆにͮجく学生派ݣはࡢ年度Αり

実ࢪしており、今後はऀڀݚ間にΑるڞ同ڀݚなどを実ࢪし

ていくことで合ҙした。

ϋΠσϧϕϧΫ大学歯学෦ͱͷ࢞ຓڠߍఆక݁ه೦ηϨϞχーʹ
Ұށୡ໵学௕͕ग़੮

▲ʢ͔ࠨΒʣ8FMMBS ෭学௕ɺҰށ学௕ɺ3BNNFMTCFSH 教授ɺ-VY 教授ɺ"V
ɺখྛॿ教ࢯ
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୹ظେֶχϡʔε

2024年度東京ࣃ科大学୹期大学΁の入学ر๬ऀをର৅と

したΦーϓンキャンύス・入試આ明ձが、202�年̒月18日

（日）に第１回、̓月22日（౔）に第２回としてਫಓߍڮ

ࣷ本館̖ࣨڭにおいて։࠵された。第１回໨は学生とอऀޢ

を合わͤて142名、第２回は121名のࢀՃऀで͋った。

当日は、ௗࢁՂଇ୹期大学学௕のѫࡰから始まり、୹期大

学の֓ཁ、学生生活、学生ืूཁ߲、入学試ݧなどについて

のઆ明が、第１回はย田ӳݑ୹期大学学生部௕、第２回は

ੁ໺ѥل୹期大学ڭ຿部௕おΑびখྛ友஧ࣄ຿部௕Αり行わ

れた。その後、໛ٖत業のௌ講をした後に、ྫ୊をղ౴する

とい͏૯合ܕબൈ試ݧରࡦの体ݧが行われた。ࢀՃऀはۓு

した໘࣋ͪで、׳れないࣨڭにもかかわらͣ一生໋ݒௌ講

2023 年度東京歯科大学短期大学
第１回および第２回オープンキャンパス・入試説明会開催

し、ྫ୊にऔり૊んでいた。

休ܜをはさみ、ਫಓڮ病院਍ྍࣨ、ਫಓࣷߍڮ西౩୹期大

学実習ࣨ、ਫಓࣷߍڮ本館୹期大学ࣨڭ、実ࣨݧのルートで

には、୹ࣨݧ学を行った。్中の਍ྍࣨや実習ࣨ、実ݟઃࢪ

期大学ڭһおΑびઐ߈科生を഑ஔし、దٓઆ明が行われた。

୹期大学ࣨڭでは、૭ӽしのோめのྑさにݟ入っている༷子

が͏かが͑た。

྆日ともࢪઃݟ学終ྃ後に、ਫಓࣷߍڮ本館ラウンδにお

いて、ر๬ऀにରしてݸผ૬ஊが行われた。૬ஊ内༰は、入

学試ݧ、学生生活、ઐ߈科΁のਐ学、学අ・঑学金、त業内

༰、ब৬ઌなどのଟذにわたり、ڭ৬һおΑびઐ߈科生がର

Ԡに͋たった。

▲模擬授業を聴講する参加者 ▲個別相談を行う短期大学教員
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国内ݟ学者来校

水道橋校舎・水道橋病院

■医療法人至誠会　たんぽぽ歯科医院

対ç৅ç日ɿ2023 年 5 月 10 日（水）

ઃɿඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ7ݟ ໊

■筑波大学附属聴覚特別支援学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 6 月 14 日（水）14�00〜16�00

͓（室ؚΉ޻歯科技）ઃɿ 水道橋病院֤科ࢪ学ݟ Αͼ、

ղ๤ඪຊ室

ç学ç者ɿ2ݟ （໊Ҿ཰ 3 ໊）

■太陽歯科衛生士専門学校

対ç৅ç日ɿᶃ 2023 年 7 月 24 日（月）14�00〜16�00

ɹɹɹɹɹᶄ 2023 年 8 月 22 日（火）14�00〜16�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿᶃ学生ݟ 84 （໊Ҿ཰教員 3 ໊）

ɹɹɹɹɹᶄ学生 79 （໊Ҿ཰教員 4 ໊）

■埼玉県立常盤高等学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 7 月 26 日（水）10�00〜12�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 74 （໊Ҿ཰教員 4 ໊）

■学校法人村上学園　専門学校日本医科学大学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 7 月 27 日（木）10�00〜12�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 90 （໊Ҿ཰教員 6 ໊）

■大宮歯科衛生士専門学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 7 月 27 日（木）14�00〜16�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 31 （໊Ҿ཰教員 2 ໊）

■国際医療福祉専門学校

対ç৅ç日ɿ 2023 年 7 月 28 日（金）10�00〜12�00 ͼٴ

13�30〜16�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 82 （໊Ҿ཰教員 8 ໊）

■茨城歯科専門学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 8 月 2 日（水）10�00〜12�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 50 （໊Ҿ཰教員 5 ໊）

■関東鍼灸専門学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 8 月 2 日（水）14�00〜

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 64 （໊Ҿ཰教員 3 ໊ଞ）

■国立大学法人東京医科歯科大学

対ç৅ç日ɿ2023 年 8 月 9 日（水）

ઃɿຊ館ࢪ学ݟ 7 ֊口ߢ科学研究センター

ç学ç者ɿ教員ݟ 6 ໊

■埼玉県立大学

対ç৅ç日ɿ2023 年 8 月 22 日（火）9�30〜16�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 30 （໊Ҿ཰教員 1 ໊）

■さいたま柔整専門学校

対ç৅ç日ɿ2023 年 8 月 23 日（水）10�00〜12�00

ઃɿղ๤実習室、ඪຊ室ࢪ学ݟ

ç学ç者ɿ学生ݟ 57 （໊Ҿ཰教員 8 ໊）

市川総合病院

■千葉大学医学部附属病院

対৅日ɿ6 月 29 日（木）9�00〜17�00

学、動ըのӾཡݟઃɿ֯膜Ҡ২手術のࢪ学ݟ

学者ɿ1ݟ ໊

■東京都済生会中央病院

対৅日ɿ2023 年 8 月 15 日（火）ޙޕ〜

科外来、֯膜センター؟、ઃɿ第ೋ部手術室ࢪ学ݟ

学者ɿ1ݟ ໊

千葉歯科医療センター

■医療法人至誠会　たんぽぽ歯科

対৅日ɿ2023 年 6 月 30 日（金）

ઃɿ千葉歯科医療センターࢪ学ݟ

学者ɿ8ݟ ໊

■医療法人社団湧泉会　ひまわり歯科

対৅日ɿ2023 年 7 月 27 日（木）

ઃɿ千葉歯科医療センターࢪ学ݟ

学者ɿ8ݟ ໊
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海外ग़ு

■橋本正次嘱託教員（大学）

4th InEonesia International symposium oG 'orensic 0Eontol�

ogy ΁のग़੮のͨΊ、5 月 2 日（火）かΒ 5 月 8 日（月）·Ͱ

Πンドネシア・ϋサψデΟン΁ग़ுɻ

■ビッセン弘子特任教授（水病・眼科）

#VI ࣾ研究会議ग़੮、カールπァΠスࣾフΥーラムग़੮、

ASCRS 学会ࢀՃのͨΊ、5 月 2 日（火）かΒ 5 月 10 日（水）·

Ͱアメリカ合ऺ国・サンデΟΤΰ΁ग़ுɻ

■大野建州講師（口腔科研究センター），千代侑香大学院生

（歯科麻酔学）

I..UN0-0(:2023 ΁ の ࢀ Ճ・ ൃ ද の ͨ Ί、5 月 11 日

（木）かΒ 5 月 15 日（月）·Ͱアメリカ合ऺ国・ワシントン΁

ग़ுɻ

■ビッセン弘子特任教授（水病・眼科）

The 35th APACRS 学会 Annual meeting ΁のࢀՃのͨΊ、6

月 8 日（木）かΒ 6 月 11 日（日）·ͰシンΨポール・ラッフル

ζϒルーバード΁ग़ுɻ

■森川貴迪講師（口腔顎顔面外科学）

25th International ConGerence on 0ral anE .aYilloGacial

Surgery ΁のࢀՃ・ൃදのͨΊ、6 月 9 日（金）かΒ 6 月 12

日（月）·Ͱカナμ・バンクーバー΁ग़ுɻ

■倉島竜哉大学院生（生理学）

&uropean Pain School ΁のࢀՃのͨΊ、6 月 9 日（金）かΒ 6

月 18 日（日）·ͰΠタリア・シΤナ΁ग़ுɻ

■菅原圭亮准教授（口腔病態外科学）

2nE +oint +apaneseô(erman C.' ConWention（12thô13th

+une 2023）73rE Congress � Practice .anagement Seminar

oG the D(.,( ʴ (erman Dentist`s Day 2023（14thô17th

+une 2023）΁のࢀՃ・ൃදのͨΊ、6 月 11 日（日）かΒ 6

月 16 日（金）·ͰドΠπ・ϋンϒルク΁ग़ுɻ

■西山明宏講師（口腔病態外科学）

2nE +oint +apaneseô(erman C.' ConWention（12thô13th

+une 2023）73rE Congress � Practice .anagement Seminar

oG the D(.,( ʴ (erman Dentist`s Day 2023（14thô17th

+une 2023）΁のࢀՃ・ൃද͓Αͼ、研究ଧち合Θͤ、研究

ઃ๚໰のͨΊ、6ࢪ 月 11 日（日）かΒ 6 月 23 日（金）·Ͱド

Ππ・ϋンϒルク΁ग़ுɻ

■太田友香講師（水病・眼科）

8orlE (laucoma Congress2023 ΁のൃදのͨΊ、6 月 26

日（月）かΒ 7 月 2 日（日）·ͰΠタリア・ローマ΁ग़ுɻ

■石塚洋一准教授（衛生学）

The 70th &uropean 0rganisation Gor Caries Research

（0RCA）Congress ΁のࢀՃ・ൃදのͨΊ、7 月 2 日（日）かΒ

7 月 10 日（月）·Ͱオランμ・ΤグϞント・アーン・θー΁

ग़ுɻ

■多賀谷光男客員教授（口腔科研究センター）

(orEon Research ConGerence .olecular .emCrane #iology

΁のࢀՃ・ൃද͓Αͼ、Πェールグローバルϔルス研究ॴͰ

の情報ऩ集のͨΊ、7 月 14 日（金）かΒ 7 月 26 日（水）·Ͱ

アメリカ合ऺ国・ボストンଞ΁ग़ுɻ

■一戸達也学長（大学），小林 裕助教（パーシャルデンチャー

補綴学）

ϋΠデルϕルク大学との࢞ຓ校協定ௐҹࣜࢀՃ͓ΑͼドΠπ

交流校΁の๚໰のͨΊ、7 月 17 日（月）かΒ 7 月 22 日（土）

·ͰドΠπ・ϋΠデルϕルクଞ΁ग़ுɻ

■山本将仁講師（解剖学）

全๺大学ղ๤学講座との共同研究のͨΊ、8 月 27 日（日）か

Β 8 月 29 日（火）·Ͱؖ国・全भ΁ग़ுɻ

■竜 正大准教授、山本吉紀大学院生、小林嵩史大学院生、

堀 綾夏大学院生（老年歯科補綴学）

International College oG ProsthoEontists（ICP）2023 .eeting

΁のࢀՃ・ൃදのͨΊ、8 月 29 日（火）かΒ 9 月 4 日（月）·

ͰΠΪリス・ロンドン΁ग़ுɻ

■太田 緑講師（老年歯科補綴学）

International College oG ProsthoEontists（ICP）2023 .eeting

΁のࢀՃ・ൃදٴͼ、ジュネーϒ大学との共同研究ଧち合Θ

ͤのͨΊ、8 月 29 日（火）かΒ 9 月 7 日（木）·ͰΠΪリス・

ロンドン、スΠス・ジュネーϒ΁ग़ுɻ
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大学・短期大学・水道橋病院・さいかち坂校舎 市川総合病院 千葉歯科医療センター

1 木
6 年生第 1 回総合学力試験［〜6/2］

［防火・防災安全自主点検日］
感染制御委員会
プログラム委員会

診療録整備部会

2 金 短大水道橋病院臨床実習小委員会
給食運営会議
こどもサポートチーム運営会議

3 土 第 315 回東京歯科大学学会・例会

4 日

5 月 市川リレーションシップカンファレンス 千葉歯科医療センター医療連携部会

6 火 水病感染予防対策チーム委員会
緩和ケア委員会
虐待 ･DV 対応委員会

リスクマネージャー部会
ICT 部会

7 水 水病薬事委員会 臨床検査運営委員会

8 木 短大水道橋病院臨床実習指導者委員会
患者サービス向上委員会
手術室運営委員会

9 金 短大千葉歯科医療センター臨床実習指導者委員会

10 土

11 日

12 月
千葉校舎衛生委員会
研修管理小部会

13 火
口科研センター会議、臨床教授連絡会
講座主任教授会、人事委員会
水病給食委員会

緩和ケア委員会 千葉歯科医療センター医局長会

14 水
大学院運営委員会、大学院研究科委員会
第 3 回図書館事務連絡会、水病リスクマネージメント部会

救急委員会
ICU 運営委員会

15 木

水病診療録指導委員会
水病病院運営会議・医局長会・医療安全管理委員会
水病感染予防対策委員会・個人情報保護委員会

［環境清掃日］［危険物・危険薬品廃棄処理日］

前期健康診断［〜6/17］
部長会、衛生委員会
説明と同意の質向上委員会

16 金 実験動物供養祭 NST カンファレンス

17 土

18 日 短大オープンキャンパス・入試説明会

19 月
教職員健康診断（男性）、教職員健康診断（女性）
短大教授会

前期健康診断［〜6/21］
医療安全管理委員会

千葉歯科医療センター協議会
個人情報保護部会
医療安全管理部会
感染予防対策部会
薬事部会

20 火
教職員健康診断（女性）、水病褥瘡対策委員会

［機器等安全自主点検日］
緩和ケア委員会

21 水 教職員健康診断（男性）
羊膜バンク運営委員会
診療材料検討委員会
特定共同指導対策プロジェクト会議

千葉歯科医療センター業務連絡会

22 木 教職員健康診断（女性）、TDC ビル協議会 管理診療委員会

23 金
教職員健康診断（男性）
第 164 回倫理審査委員会・第 105 回利益相反委員会

災害対策委員会

24 土

25 日

26 月 キャンサーボード

27 火 衛生委員会、水病教職員研修会
クリニカルパス委員会
緩和ケア委員会
急変ワーキンググループ ･RRT 合同事例検証会

28 水
水病業務連絡会、第 3 回国際交流部運営委員会
水病データ管理者会議・診療録管理委員会

診療記録委員会 ･ 情報システム委員会

29 木 水病研修歯科医募集病院説明会（学内）

30 金 電子カルテ停止時の運用説明会

2023 年 6 月
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2023 年 7 月

大学・短期大学・水道橋病院・さいかち坂校舎 市川総合病院 千葉歯科医療センター

1 土
水病研修歯科医募集病院説明会（学外）

［防火・防災安全自主点検日］

2 日

3 月 薬事委員会 医療連携部会

4 火 水病感染予防対策チーム委員会
緩和ケア委員会
医療安全 ･ 感染予防対策講演会

リスクマネージャー部会
ICT 部会

5 水 水病薬事委員会
第 1 回図書委員会
キャンサーボードセミナー
臨床検査運営委員会

6 木
感染制御委員会
プログラム委員会

診療録整備部会

7 金 短大水道橋病院臨床実習小委員会

8 土

9 日

10 月
千葉校舎衛生委員会
研修管理小部会、医局長会

11 火
口科研センター会議、臨床教授連絡会
講座主任教授会、人事委員会

緩和ケア委員会

12 水
基礎教授連絡会、大学院運営委員会
大学院研究科委員会、水病リスクマネージメント部会

救急委員会
治験審査委員会 ･ 倫理審査委員会
ICU 運営委員会、CPC

13 木 短大水道橋病院臨床実習指導者委員会
患者サービス向上委員会
脳卒中センター運営会議
地域連携委員会

14 金
第 4 回図書館事務連絡会
短大千葉歯科医療センター臨床実習指導者委員会

こどもサポートチーム運営会議
がん薬物療法小委員会

15 土 ［環境清掃日］［危険物・危険薬品廃棄処理日］

16 日

17 月 海の日

18 火 短大教授会 緩和ケア委員会

19 水

褥瘡対策委員会
診療材料検討委員会
保険診療委員会
輸血療法委員会
DPC 症例検討委員会
特定共同指導対策プロジェクト会議

20 木

TDC ビル協議会、第 2 回図書委員会
水病診療録指導委員会
水病病院運営会議・医局長会・医療安全管理委員会
水病感染予防対策委員会・個人情報保護委員会
水病第 1 回地域医療連携委員会

［機器等安全自主点検日］

説明と同意の質向上委員会（メール開催）
部長会、手術室運営委員会
衛生委員会
内視鏡室委員会

21 金 第 165 回倫理審査委員会・第 106 回利益相反委員会
NST カンファレンス
栄養管理委員会

22 土
1〜4 年生夏期休暇 開始（〜9/3）
短大オープンキャンパス・入試説明会

23 日

24 月
医療安全管理委員会
キャンサーボード

千葉歯科医療センター協議会
個人情報保護部会
医療安全管理部会
感染予防対策部会

25 火 衛生委員会、水病教職員研修会

院内迅速対応システム検討委員会
クリニカルパス委員会
緩和ケア委員会
外来運営委員会
急変ワーキンググループ ･RRT 合同事例検証会
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大学・短期大学・水道橋病院・さいかち坂校舎 市川総合病院 千葉歯科医療センター

1 火 ［防火・防災安全自主点検日］ 緩和ケア委員会

2 水 臨床検査運営委員会（メール開催）

3 木 感染制御委員会

4 金 短大水道橋病院臨床実習小委員会
こどもサポートチーム運営会議
業務改善員会

5 土

6 日

7 月

8 火 水病給食委員会 緩和ケア委員会

9 水 水病リスクマネージメント部会

10 木 患者サービス向上委員会

11 金 山の日

12 土

13 日

14 月

15 火
水病褥瘡対策委員会

［環境清掃日］［危険物・危険薬品廃棄処理日］
緩和ケア委員会

16 水

17 木

18 金 NST カンファレンス

19 土 短大オープンキャンパス・入試説明会

20 日

21 月 ［機器等安全自主点検日］ 医療安全管理委員会

22 火 緩和ケア委員会

23 水 特定共同指導対策プロジェクト会議

24 木 TDC ビル協議会

25 金

26 土

27 日 水病研修歯科医選考試験

28 月

29 火 6 年生第 2 回総合学力試験（〜8/30） 緩和ケア委員会

30 水

31 木

26 水
水病業務連絡会、第 4 回国際交流部運営委員会
水病データ管理者会議・診療録管理委員会

診療記録委員会 ･ 情報システム委員会
高難度新規医療技術等評価室運営会議
医療機器安全管理委員会

27 木
管理診療委員会
バスキュラーボードカンファレンス

業務連絡会

28 金
リスクマネージャー会議
給食運営会議
業務改善委員会

29 土
Tokyo Dental College Research Project Asian Rising 
Star Symposium 2023

緩和ケア研修会

30 日

31 月
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私は1979年に本学に入学し1985年に卒業、その後当時の

口腔外科学第一講座の大学院を経て今日に至っています。

1980年代の日本はバブル景気と呼ばれる好景気に突入し

た時代です。一攫千金で儲けた人々の間で不動産ブームが起

きたり、学生まで華やかなファッションが流行ったりと、生

活に大きな変化が起きました。学生も冬はスキー、夏はテニ

スにウインドサーフィン、その移動は自家用車、週末の夜は

Earth, Wind & Fireの Boogie Wonderland が鳴り響くディス

コ、田中康夫の『なんとなくクリスタル』そのままに大学生

が派手に遊び始めた時代です。

私は子供の頃からスケートをしていたので、入学式当日に

アイスホッケー部（現アイススケート部）に入部しました。

東京都大学リーグ４部で試合をしていました。４部といって

も国士館大・日体大などと同じクラスでしたので、週２回、

深夜・未明のスケート場で毎回きつい練習を強いられていま

した。深夜に練習して未明に帰宅、３時間程度の睡眠で講義

リレー連載

あのころ私も
4 4

若かった！
今号の「私」は

片 倉  朗 副学長

東京都新宿区出身

昭和60年卒（第90期）
アイスホッケー部／臨床実習Ａ班副班長

に実習 ―― そんなわけで学生時代はゲッソリしています。

第４学年の夏休みには友人とアメリカ旅行に行き、観光で

訪れたUCLAのゲート前で写真を撮りました。20年後に予期

もしなかったUCLAに留学することになり、同じ場所で写真

を撮っていました。

1985年、口腔外科には同期９名で入局しました。医局旅

行の新人芸では、新人が一人前の口腔外科医になる『みにく

いアヒルの子』の寸劇をし、フィナーレで当時流行っていた

おニャン子クラブの『セーラー服を脱がさないで』を踊って

大いに盛り上がりました。

1989年１月８日、千葉病院で当直明けの朝に64年間続い

た昭和が終わり、元号が平成に改められました。国内はバブ

ル絶頂期、海外では東西冷戦の終結など激動の年でした。 

「片倉っち」が Dr. Katakura になるまで

「なんとなくクリスタル」
な学生時代

洋服さながら
PLAY BOY !?

学業もスポーツも全力
21世紀になっても
宴会芸の切れ味は

ピカイチ

➡ ➡ ➡ ➡

'83 '84 '85

'85

'02 '23

重松知寛教授

衣装作りは同期９名で色染めから手作り。もちろん寸劇も全力で。

「人道」と
いうのは…

バブリー
！






